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When =いつ

Who  =だれが

Where =どこで

What  =何を

Why  =なぜ

How  =どのように

⃝

観
点
ご
と
に
説
明
す
る

［
例
］�

図
書
館
の
特
徴
や
魅み

力り
ょ
く

を
整
理�

�

し
て
伝
え
た
い
。

　→�

話
題
や
内
容
の
ま
と
ま
り
に
よ
っ�

�

て
段
落
を
分
け
て
書
く
。

　
　・「
ま
ず
」「
次
に
」

　
　・「
一
つ
目
は
」「
二
つ
目
は
」

⃝

比
較
し
て
説
明
す
る

［
例
］�

他
の
図
書
館
と
の
違
い
を
示

し
た
い
。

　→�

観
点
に
沿
っ
て
情
報
を
比
べ
、

共
通
点
と
相
違
点
、
長
所
と
短

所
な
ど
に
整
理
し
て
書
く
。

　・「
○
○
と
比
べ
る
と
」

　・「
○
○
と
は
違
っ
て
」

⃝

順
序
立
て
て
説
明
す
る

［
例
］�

図
書
館
の
利
用
の
し
か
た
を

説
明
し
た
い
。

　→�

数
字
や
順
序
を
表
す
言
葉
を
使

い
、
手
順
や
時
間
の
経
過
に

沿
っ
て
書
く
。

　・「
ま
ず
」「
次
に
」

　・「
第
一
に
」「
第
二
に
」

⃝

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
中
心
に
説
明
す
る

［
例
］�

図
書
館
と
自
分
と
の
関
わ
り

に
つ
い
て
説
明
し
た
い
。

　→�

出
会
い
や
思
い
出
な
ど
の
場

面
・
人
物
を
、
具
体
的
に
描び
ょ
う

写し
ゃ

す
る
。

　→�

５
Ｗ
１
Ｈ
を
ふ
ま
え
て
書
く
。

［
構
成
例
］
森
の
図
書
館
に
つ
い
て

学
校
図
書
館
と
の
違
い

森
の
図
書
館
と
僕

○
共
通
点

　・�

絵
本
・
児
童
書
を
あ
つ
か
っ
て

い
る
。

○
相
違
点

　・
絵
本
・
児
童
書
の
種
類
が
豊
富
。

　・�

世
界
各
国
の
絵
本
、
司
書
さ
ん

お
す
す
め
の
児
童
書
が
あ
る
。

森
の
図
書
館
の
利
用
の
し
か
た

　ま
ず
、
申も
う
し

込こ
み

書
に
名
前
と
住
所
を

記
入
す
る
。

　次
に
、
学
生
証
な
ど
名
前
と
住
所

が
確か
く

認に
ん

で
き
る
物
を
用
意
し
…
…

　そ
の
後
、
窓
口
で
…
…

　小
学
生
の
こ
ろ
、
ど
ん
ぐ
り
公
園

で
遊
ん
だ
後
、
僕
は
よ
く
森
の
図
書

館
へ
行
っ
た
。
さ
わ
や
か
な
風
に
ふ

か
れ
な
が
ら
木
の
下
で
本
を
読
む
の

は
、
と
て
も
す
が
す
が
し
く
て
…
…

　「
森
の
図
書
館
」
と
い
う
場
所

が
あ
る
。

○
場
所

　・
ど
ん
ぐ
り
公
園
内

　・
噴
水
広
場
を
ぬ
け
た
森
の
中

○
蔵
書

　・�

絵
本
・
児
童
書
が
充じ

ゅ
う

実じ
つ

　・
学
校
図
書
館
と
の
違
い

○
様
子

　・
外
に
テ
ー
ブ
ル
と
ベ
ン
チ

　本
を
ゆ
っ
く
り
楽
し
み
た
い
人

は
ぜ
ひ
お
と
ず
れ
て
み
て
ほ
し
い
。

初め終わり 中

　み
ん
な
が
よ
く

知
っ
て
い
る
も
の

と
比
べ
る
と
、
わ

か
り
や
す
い
よ
。

　伝
え
る
目
的
や
相
手
、

内
容
に
合
う
説
明
の
し

か
た
が
あ
り
そ
う
だ
。

■	

構
成
を
考
え
る

37 学びをひらく ● 情報を整理して書こう
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20

最さ
い

相し
ょ
う

葉は

月づ
き

さ
ん（
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
ラ
イ
タ
ー
）

　文
章
に
付
け
る
タ
イ
ト
ル
や
見
出
し

を
考
え
る
と
、
自
分
が
だ
れ
に
何
を
伝

え
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
が
は
っ
き
り

し
て
書
き
や
す
く
な
り
ま
す
よ
。

達人からの
ひと言

⃝
 

ど
の
よ
う
に
情
報
を
集
め
、
整
理
し
た
か
。

　□ 

マ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
を
用
い
て
広
く
情
報
を
集
め
た
か
。

　□  

目
的
や
相
手
に
応
じ
て
、
情
報
を
比
較
し
た
り
分
類

し
た
り
し
て
整
理
し
た
か
。

⃝
 

わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
に
、構
成
を
ど
う
工く

夫ふ
う

し
た
か
。

学習を振り返る

習窓
学の

【
情
報
を
集
め
、
整
理
す
る
と
き
】

・ 

マ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
を
用
い
て
、
思
い
つ
く
こ
と
を
挙
げ
る
。

・ 

目
的
や
相
手
に
応
じ
て
何
を
説
明
す
る
か
を
明
確
に
す
る
。

・ 

集
め
た
情
報
を
、
観
点
に
沿
っ
て
比
較
し
た
り
、
共
通
点

を
見
つ
け
て
分
類
し
た
り
し
て
整
理
す
る
。

【
文
章
を
書
く
と
き
】

・ 

ど
の
よ
う
に
構
成
す
る
と
わ
か
り
や
す
い
か
を
考
え
る
。

わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
に
は

　僕
が
小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
通
っ
て
い
る
場
所
に
、

「
森
の
図
書
館
」
が
あ
る
。
ど
ん
な
所
な
の
か
、
場
所
・

蔵
書
・
様
子
の
三
つ
の
点
か
ら
説
明
す
る
。

　ま
ず
、
場
所
に
つ
い
て
。
こ
の
図
書
館
は
、
〇
〇
駅

南
口
の
ど
ん
ぐ
り
公
園
内
に
あ
る
。
噴
水
広
場
を
ぬ
け

た
森
の
中
に
、
ひ
っ
そ
り
立
っ
て
い
る
。
赤
い
屋
根
が

特
徴
の
、
二
階
建
て
の
小
さ
な
図
書
館
だ
。

　次
に
、
蔵
書
に
つ
い
て
。
こ
の
図
書
館
は
、
絵
本
や

児
童
書
が
充
実
し
て
い
る
。
学
校
図
書
館
と
比
べ
る
と

種
類
が
豊
富
で
、
日
本
だ
け
で
な
く
世
界
各
国
の
絵
本

や
、
司
書
さ
ん
お
す
す
め
の
児
童
書
が
わ
か
り
や
す
く

並
ん
で
い
る
。

　最
後
に
、
様
子
に
つ
い
て
。
図
書
館
の
外
に
は
、
木

の
下
で
本
が
読
め
る
よ
う
に
、
テ
ー
ブ
ル
と
ベ
ン
チ
が

置
い
て
あ
る
。
天
気
の
い
い
日
に
は
、
借
り
た
本
を
公

園
の
緑
に
囲
ま
れ
な
が
ら
読
み
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。

　平
日
は
朝
の
九
時
か
ら
夜
八
時
、
土
日
は
五
時
ま
で

開
館
し
て
い
る
。
本
を
ゆ
っ
く
り
楽
し
み
た
い
人
は
、

ぜ
ひ
一
度
、
お
と
ず
れ
て
み
て
ほ
し
い
。

初め終わり 中

▼
説
明
①

・「
ま
ず
」

▼
説
明
②

・「
次
に
」

・ 

比
較
「
○
○
と

比
べ
る
と
」

▼
説
明
③

・「
最
後
に
」

▼
ま
と
め

▼
題
材
の
提
示

［
説
明
の
例
］
　森
の
図
書
館
は
ど
ん
な
所
？
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⃝
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�
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伝
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た
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。
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�
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落
を
分
け
て
書
く
。

　
　・「
ま
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⃝
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し
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説
明
す
る
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他
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図
書
館
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の
違
い
を
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い
。

　→�
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点
に
沿
っ
て
情
報
を
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べ
、

共
通
点
と
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違
点
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長
所
と
短

所
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ど
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整
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○
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　・「
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を

説
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数
字
や
順
序
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い
、
手
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や
時
間
の
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過
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。
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」

⃝

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
中
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に
説
明
す
る

［
例
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図
書
館
と
自
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と
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わ
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説
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図
書
館
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○
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通
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い
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○
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絵
本
・
児
童
書
の
種
類
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　・�

世
界
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絵
本
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書
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森
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書
館
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。
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前
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所
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ど
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本
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館
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と
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。
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ゆ
っ
く
り
楽
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み
た
い
人

は
ぜ
ひ
お
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ず
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み
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ほ
し
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。
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な
が
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く

知
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も
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と
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べ
る
と
、
わ

か
り
や
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い
よ
。
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目
的
や
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、
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説
明
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だ
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⃝
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に
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。

⃝
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き
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用
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て
、
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。
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目
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。
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す
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。
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す
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。
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。
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、
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。
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、
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や
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書
が
充
実
し
て
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。
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図
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と
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で
、
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く
世
界
各
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の
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本

や
、
司
書
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め
の
児
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書
が
わ
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り
や
す
く

並
ん
で
い
る
。

　最
後
に
、
様
子
に
つ
い
て
。
図
書
館
の
外
に
は
、
木

の
下
で
本
が
読
め
る
よ
う
に
、
テ
ー
ブ
ル
と
ベ
ン
チ
が

置
い
て
あ
る
。
天
気
の
い
い
日
に
は
、
借
り
た
本
を
公

園
の
緑
に
囲
ま
れ
な
が
ら
読
み
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。

　平
日
は
朝
の
九
時
か
ら
夜
八
時
、
土
日
は
五
時
ま
で

開
館
し
て
い
る
。
本
を
ゆ
っ
く
り
楽
し
み
た
い
人
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一
度
、
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し
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初め終わり 中

▼
説
明
①

・「
ま
ず
」

▼
説
明
②

・「
次
に
」

・ 

比
較
「
○
○
と

比
べ
る
と
」

▼
説
明
③

・「
最
後
に
」

▼
ま
と
め

▼
題
材
の
提
示

［
説
明
の
例
］
　森
の
図
書
館
は
ど
ん
な
所
？

観
点

挙
げ
た
情
報

場
所

・
〇
〇
駅
南
口
の

・
噴
水
広
場
の
…

思
い
出

・
小
学
生
の
こ
ろ

・
外
の
テ
ー
ブ
ル

蔵
書

・
絵
本
・
児
童
書

・
世
界
各
国
の
…

つなぐ 組み立てる表現する振り返る

②
情
報
を
集
め
、
整
理
す
る

・
選
ん
だ
題
材
の
特
徴
や
自
分
と
の
関
わ
り
な
ど
、
説
明
し
た
い
事こ
と

柄が
ら

を
マ
ッ
ピ
ン
グ
や
、
付
箋
・
カ
ー
ド
な
ど
を
用
い
て
書
き
出
す
。

・
比
較
し
た
り
分
類
し
た
り
し
て
、
集
め
た
情
報
を
整
理
す
る
。

③
構
成
を
考
え
る
36
ページ

・
ど
の
よ
う
に
説
明
す
る
と
わ
か
り
や
す
い
か
を
考
え
る
。

・
説
明
の
し
か
た
や
順
序
に
つ
い
て
、
友
達
ど
う
し
で
助
言
す
る
。

④
下
書
き
を
し
、
文
章
に
ま
と
め
る
37
ページ

　四
百
字
程
度
で
下
書
き
を
し
、
丁て
い

寧ね
い

に
清
書
す
る
。

⑤
学
習
を
振
り
返
る

文
章
を
読
み
合
い
、
内
容
や
説
明
の
し
か
た
に
つ
い
て
、
わ
か
り

や
す
い
と
思
っ
た
点
や
興
味
を
も
っ
た
こ
と
を
伝
え
合
う
。

日
常
生
活

学
校
生
活

将
来

家
族
に
、
学
校
生
活
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

社
会
科
や
理
科
で
、
調
べ
た
こ
と
を
整
理
し
て
ま
と
め
る
。

商
品
や
道
具
の
使
い
方
な
ど
を
説
明
す
る
。

赤い屋根

２階建て

開館時間

木の下で読書

森の図書館

噴
ふん

水
すい

広場の先

外のテーブルで
よく読んだ

世界各国の
絵本

司書さん
おすすめ

絵本・
児童書

外にテーブルと
ベンチ

小学生のころ
から通った

〇〇駅南口の
どんぐり公園内

森の中

本
が
好
き
な
ク
ラ
ス
の
友
達
。

森
の
図
書
館
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら
う
。

目
的

相
手

▼
マ
ッ
ピ
ン
グ

　思
い
つ
い
た
考
え
や

物
事
を
つ
な
い
で
広
げ
て
い
く
方
法
。 　図

書
館
の
こ
と
を
知
ら
な

い
友
達
に
伝
え
る
場
合
、

「
場
所
」
に
関
す
る
情
報
は

必
要
だ
と
思
う
。「
思
い
出
」

は
、
い
ら
な
い
か
な
。

目
的
や
相
手
に
応
じ
て

情
報
を
比
較
し
て
選
ぶ

観
点
ご
と
に
分
類
す
る

マ
ッ
ピ
ン
グ
で
書
き
出
す

＊②
情
報
を
整
理
す
る

情
報
整
理
の
方
法

271
ページ

書く

情
報
を
整
理
し
て
書
こ
う

わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る

　物
事
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
き
、
相
手
に
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
伝
え
る

に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
情
報
を
集
め
、
整
理
し
て
わ
か

り
や
す
く
説
明
す
る
方
法
を
学
習
し
よ
う
。

目
標

⃝

集
め
た
情
報
を
、
比
較
し
た
り
分
類
し
た
り
し
て
整
理
す
る
。

⃝

目
的
や
相
手
に
応
じ
て
、
伝
え
た
い
こ
と
を
明
確
に
し
て
書
く
。

生かす集める・整理する

①
目
的
や
相
手
を
明
確
に
し
て
題
材
を
決
め
る

・
自
分
が
興
味
を
も
っ
て
い
る
こ
と
や
、
友
達
に
知
ら
せ
た
い
こ
と

を
挙
げ
る
。

・
目
的
や
相
手
を
明
ら
か
に
し
て
、
説
明
す
る
題
材
を
決
め
る
。

⃝

言
葉
を
調
べ
る

19
ページ

⃝

比
較
・
分
類

32
ページ

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
活か
つ

躍や
く

し
た
〇
〇
選
手

・
漫ま
ん

画が

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
〇
〇
」

・
わ
が
家
の
カ
レ
ー

・
お
す
す
め
の
場
所
「
〇
〇
」

・
近
所
の
青
空
公
園

サ
ッ
カ
ー
が
好
き
な
人
に

・
菜
の
花
文
具
店

新
し
く
来
た
美
術
の
先
生
に

・

　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
が
好
き
な
人
に

〇
〇
市
森
の
図
書
館

＊①
題
材
を
決
め
る

発
想
を
広
げ
る

272
ページ

観
点

挙
げ
た
情
報

場
所

・
〇
〇
駅
南
口
の

・
噴
水
広
場
の
…

思
い
出

・
小
学
生
の
こ
ろ

・
外
の
テ
ー
ブ
ル

蔵
書

・
絵
本
・
児
童
書

・
世
界
各
国
の
…

つなぐ 組み立てる表現する振り返る

②
情
報
を
集
め
、
整
理
す
る

・
選
ん
だ
題
材
の
特
徴
や
自
分
と
の
関
わ
り
な
ど
、
説
明
し
た
い
事こ
と

柄が
ら

を
マ
ッ
ピ
ン
グ
や
、
付
箋
・
カ
ー
ド
な
ど
を
用
い
て
書
き
出
す
。

・
比
較
し
た
り
分
類
し
た
り
し
て
、
集
め
た
情
報
を
整
理
す
る
。

③
構
成
を
考
え
る
36
ページ

・
ど
の
よ
う
に
説
明
す
る
と
わ
か
り
や
す
い
か
を
考
え
る
。

・
説
明
の
し
か
た
や
順
序
に
つ
い
て
、
友
達
ど
う
し
で
助
言
す
る
。

④
下
書
き
を
し
、
文
章
に
ま
と
め
る
37
ページ

　四
百
字
程
度
で
下
書
き
を
し
、
丁て
い

寧ね
い

に
清
書
す
る
。

⑤
学
習
を
振
り
返
る

文
章
を
読
み
合
い
、
内
容
や
説
明
の
し
か
た
に
つ
い
て
、
わ
か
り

や
す
い
と
思
っ
た
点
や
興
味
を
も
っ
た
こ
と
を
伝
え
合
う
。

日
常
生
活

学
校
生
活

将
来

家
族
に
、
学
校
生
活
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

社
会
科
や
理
科
で
、
調
べ
た
こ
と
を
整
理
し
て
ま
と
め
る
。

商
品
や
道
具
の
使
い
方
な
ど
を
説
明
す
る
。

赤い屋根

２階建て

開館時間

木の下で読書

森の図書館

噴
ふん

水
すい

広場の先

外のテーブルで
よく読んだ

世界各国の
絵本

司書さん
おすすめ

絵本・
児童書

外にテーブルと
ベンチ

小学生のころ
から通った

〇〇駅南口の
どんぐり公園内

森の中

本
が
好
き
な
ク
ラ
ス
の
友
達
。

森
の
図
書
館
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら
う
。

目
的

相
手

▼
マ
ッ
ピ
ン
グ

　思
い
つ
い
た
考
え
や

物
事
を
つ
な
い
で
広
げ
て
い
く
方
法
。 　図

書
館
の
こ
と
を
知
ら
な

い
友
達
に
伝
え
る
場
合
、

「
場
所
」
に
関
す
る
情
報
は

必
要
だ
と
思
う
。「
思
い
出
」

は
、
い
ら
な
い
か
な
。

目
的
や
相
手
に
応
じ
て

情
報
を
比
較
し
て
選
ぶ

観
点
ご
と
に
分
類
す
る

マ
ッ
ピ
ン
グ
で
書
き
出
す

＊②
情
報
を
整
理
す
る

情
報
整
理
の
方
法

271
ページ

書く

情
報
を
整
理
し
て
書
こ
う

わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る

　物
事
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
き
、
相
手
に
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
伝
え
る

に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
情
報
を
集
め
、
整
理
し
て
わ
か

り
や
す
く
説
明
す
る
方
法
を
学
習
し
よ
う
。

目
標

⃝

集
め
た
情
報
を
、
比
較
し
た
り
分
類
し
た
り
し
て
整
理
す
る
。

⃝

目
的
や
相
手
に
応
じ
て
、
伝
え
た
い
こ
と
を
明
確
に
し
て
書
く
。

生かす集める・整理する

①
目
的
や
相
手
を
明
確
に
し
て
題
材
を
決
め
る

・
自
分
が
興
味
を
も
っ
て
い
る
こ
と
や
、
友
達
に
知
ら
せ
た
い
こ
と

を
挙
げ
る
。

・
目
的
や
相
手
を
明
ら
か
に
し
て
、
説
明
す
る
題
材
を
決
め
る
。

⃝

言
葉
を
調
べ
る

19
ページ

⃝

比
較
・
分
類

32
ページ

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
活か
つ

躍や
く

し
た
〇
〇
選
手

・
漫ま
ん

画が

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
〇
〇
」

・
わ
が
家
の
カ
レ
ー

・
お
す
す
め
の
場
所
「
〇
〇
」

・
近
所
の
青
空
公
園

サ
ッ
カ
ー
が
好
き
な
人
に

・
菜
の
花
文
具
店

新
し
く
来
た
美
術
の
先
生
に

・

　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
が
好
き
な
人
に

〇
〇
市
森
の
図
書
館

＊①
題
材
を
決
め
る

発
想
を
広
げ
る

272
ページ

話
す・聞
く

書
く学

び
を
次
に
つ
な
ぐ

　

学
ん
だ
こ
と
を
生
か
せ
る
場
面
を
示
し
ま
し

た
。「
何
の
た
め
に
学
ぶ
の
か
」
を
実
感
す
る
こ

と
で
、学
び
に
向
か
う
意
欲
を
高
め
ら
れ
ま
す
。

情
報
整
理
や
意
見
を
も
つ

た
め
の
方
法
が
わ
か
る

　

情
報
の
視
覚
化
や
思
考
ツ
ー
ル
の
使
い
方
を

具
体
的
に
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
話
す
こ
と
・
聞

く
こ
と
」
で
は
、
活
動
の
様
子
を
動

画
で
見
ら
れ
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
示

し
ま
し
た
。

達
人
か
ら
の
ひ
と
言

　
相
手
を
動
か
そ
う
と
す

る
の
で
は
な
く
、
自
ら
動

き
た
い
と
感
じ
て
も
ら
え

る
言
葉
を
探
し
出
そ
う
。
　

　

��

二
年　
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

梅う
め

田だ

悟さ
と

司し

さ
ん

（
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
）

学
習
過
程
が
見
え
る

　

学
習
過
程
を
明
示
し
、
重
点
を
置
く
過
程
を
強
調
し
て
い
ま
す
。
生
徒
が
見
通

し
を
も
ち
、
自
己
調
整
し
な
が
ら
主
体
的
に
学
習
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
学
び
を
生
か
す

　

関
連
す
る
既
習
事
項
を
提
示
。「
書
く
こ
と
」
の

学
習
で
、「
情
報
の
扱
い
方
」
や
説
明
文
で
学
ん
だ

こ
と
を
生
か
す
な
ど
、
領
域
を
超
え
て
、
学
び

を
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

1POINT

2POINT3POINT

社
会
に
開
か
れ
た
学
び

　
「
達
人
か
ら
の
ひ
と
言
」
と
し
て
、
コ
ピ
ー
ラ
イ

タ
ー
や
小
説
家
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
掲
載
し
ま
し

た
。実
社
会
で
も
役
立
つ
こ
と
を
実
感
で
き
、キ
ャ

リ
ア
教
育
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

4POINT

5POINT

　

�

一
年　
レ
ポ
ー
ト

　

�

一
年　
グ
ル
ー
プ
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

つなぐ

日
常
生
活

学
校
生
活

将
来

友
達
と
放
課
後
の
予
定
を
決
め
る
。

委
員
会
や
部
活
動
で
話
し
合
う
。

新
商
品
の
企
画
に
向
け
て
、チ
ー
ム
で
話
し
合
う
。
社
会
生
活

他
教
科
な
ど
の
学
習

日
常
の
対
話
や
会
話

「
読
む
こ
と
」の
学
習（
手
び
き
）と
流
れ
を
統
一
。

P6

説
明
文
（
記
録
）
で
学
習
し
た「
事
実
と
意
見
の

関
係
」
を
、
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
と
き
に
生
か
す
。

138

根
拠
を
示
し
て
説
明
し
よ
う

資
料
を
引
用
し
て
レ
ポ
ー
ト
を
書
く

　
中
学
生
は
今
、
何
に
興
味
を
も
ち
、
ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。全
国
の
中
学
生
に
対
す
る
実
態
調
査
や
、ク
ラ
ス
の
友
達
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
結
果
な
ど
を
根
拠
と
し
て
引
用
し
、
説
得
力
の
あ
る
レ
ポ
ー
ト
を
書
こ
う
。

目
標

⃝

本
や
資
料
か
ら
文
章
や
図
表
を
引
用
す
る
。

⃝

根
拠
を
明
確
に
し
、
伝
え
た
い
こ
と
の
中
心
が
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
、
工
夫
し
て

書
く
。

生かす集める・整理する

①	

課
題
を
決
め
、
調
査
を
行
う	

142
ページ

・
142
・
143
ペ
ー
ジ
の
資
料
な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
中
学
生
に
つ

い
て
調
査
し
た
い
こ
と
を
考
え
、
課
題
を
決
め
る
。

・�

課
題
に
対
し
て
仮
説
を
立
て
、
何
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
仮
説
が
証

明
で
き
る
か
を
考
え
て
調
査
項
目
を
決
め
、
調
査
す
る
。

⃝

比
較
・
分
類 

32
ページ 

⃝

情
報
を
引
用
し
よ
う 

64
ページ

⃝

「
言
葉
」
を
も
つ
鳥
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ�

126
ページ

＊①
課
題
を
決
め
、
調
査
す
る 

272
ページ

発
想
を
広
げ
る

個
人
差
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
八
時
間
ぐ
ら
い
で
は
な
い
か
。

・
中
学
生
は
一
か
月
に
何
冊
の
本
を
読
ん
で
い
る
の
か
。

・
運
動
部
所
属
の
中
学
生
の
割
合
は
ど
れ
ぐ
ら
い
か
。

・
中
学
生
に
適
し
た
睡
眠
時
間
は
ど
れ
ぐ
ら
い
か
。

■	

課
題
を
決
め
る

課題仮説

　僕
の
睡す
い

眠み
ん

時
間
は
一
日
九
時
間
だ
け
ど
、

七
時
間
で
平
気
な
友
達
も
い
る
な
。

勉強
就
しゅう

寝
しん

学校

食事

部活動

お風
ふ

呂
ろ

書く

「
話
す
こ
と・聞
く
こ
と
」「
書
く
こ
と
」の
新
し
い
紙
面

学
習
の
流
れ
が
ひ
と
目
で
わ
か
る

最初の見開きで

学習活動が一覧できる　



19 18

総
合（
ま
と
め
）

話
し
合
い

対
話
・
質
問

話
す

聞
く

発
表

発
表

一
年
間
の
学
び
を
振
り
返
ろ
う

要
点
を
フ
リ
ッ
プ
に
ま
と
め
、発
表
す
る

話
し
合
い

話
し
合
い
の
展
開
を
捉
え
る

話
し
合
い

話
題
や
展
開
を
捉
え
て
話
し
合
お
う

グ
ル
ー
プ・デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
す
る

質
問

聞
き
上
手
に
な
ろ
う

質
問
で
話
を
引
き
出
す

紹
介

話
の
構
成
を
工
夫
し
よ
う

好
き
な
こ
と
を
ス
ピ
ー
チ
で
紹
介
す
る

聞
く

情
報
を
的
確
に
聞
き
取
る

発
表 

声
を
届
け
る

議
論

国
語
の
学
び
を
振
り
返
ろ
う

テ
ー
マ
を
決
め
て
話
し
合
い
、壁
新
聞
を
作
る

討
論

異
な
る
立
場
か
ら
考
え
る

討
論

立
場
を
尊
重
し
て
話
し
合
お
う

討
論
で
多
角
的
に
検
討
す
る

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

聞
き
上
手
に
な
ろ
う

質
問
で
思
い
や
考
え
を
引
き
出
す

説
明・提
案

魅
力
的
な
提
案
を
し
よ
う

資
料
を
示
し
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

す
る 聞

く　
問
い
を
立
て
な
が
ら
聞
く

発
表

三
年
間
の
歩
み
を
振
り
返
ろ
う

冊
子
に
ま
と
め
て
、発
表
会
を
す
る

議
論

話
し
合
い
を
効
果
的
に
進
め
る

議
論

合
意
形
成
に
向
け
て
話
し
合
お
う

課
題
解
決
の
た
め
に
会
議
を
開
く

対
談

聞
き
上
手
に
な
ろ
う

質
問
で
相
手
の
思
い
に
迫
る

主
張・提
案

説
得
力
の
あ
る
構
成
を
考
え
よ
う

ス
ピ
ー
チ
で
社
会
に
思
い
を
届
け
る

聞
く　

評
価
し
な
が
ら
聞
く

総
合（
ま
と
め
）

創
作

評
価
・
小
論
文

意
見・批
評

推
敲

手
紙

創
作

情
報
整
理

記
録・調
べ
方

説
明

一
年
間
の
学
び
を
振
り
返
ろ
う

要
点
を
フ
リ
ッ
プ
に
ま
と
め
、発
表
す
る

随
筆

構
成
や
描
写
を
工
夫
し
て
書
こ
う

体
験
を
基
に
随
筆
を
書
く

説
明
（
書
評
）

助
言
を
自
分
の
文
章
に
生
か
そ
う

作
品
の
書
評
を
書
く

説
明

根
拠
を
示
し
て
説
明
し
よ
う

資
料
を
引
用
し
て
レ
ポ
ー
ト
を
書
く

推
敲 

読
み
手
の
立
場
に
立
つ

案
内

項
目
を
立
て
て
書
こ
う

案
内
文
を
書
く

創
作 

詩
を
作
ろ
う

説
明

情
報
を
整
理
し
て
書
こ
う

わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る

書
き
留
め
る
・
言
葉
を
調
べ
る

報
告

国
語
の
学
び
を
振
り
返
ろ
う

テ
ー
マ
を
決
め
て
話
し
合
い
、壁
新
聞
を
作
る

創
作
（
物
語
）

構
成
や
展
開
を
工
夫
し
て
書
こ
う

「
あ
る
日
の
自
分
」の
物
語
を
書
く

鑑
賞
文

魅
力
を
効
果
的
に
伝
え
よ
う

鑑
賞
文
を
書
く

意
見

根
拠
の
適
切
さ
を
考
え
て
書
こ
う

意
見
文
を
書
く

推
敲 

表
現
の
効
果
を
考
え
る

手
紙・電
子
メ
ー
ル

表
現
を
工
夫
し
て
書
こ
う

手
紙
や
電
子
メ
ー
ル
を
書
く

創
作 

短
歌
を
作
ろ
う

紹
介

多
様
な
方
法
で
情
報
を
集
め
よ
う

職
業
ガ
イ
ド
を
作
る

編
集

三
年
間
の
歩
み
を
振
り
返
ろ
う

冊
子
に
ま
と
め
て
、発
表
会
を
す
る

小
論
文

情
報
を
読
み
取
っ
て
文
章
を
書
こ
う

グ
ラ
フ
を
基
に
小
論
文
を
書
く

批
評

多
角
的
に
分
析
し
て
書
こ
う

説
得
力
の
あ
る
批
評
文
を
書
く

推
敲　 

論
理
の
展
開
を
整
え
る

創
作　 

俳
句
を
作
っ
て
楽
し
も
う

編
集

文
章
の
種
類
を
選
ん
で
書
こ
う

修
学
旅
行
記
を
編
集
す
る

「
主
体
的
に
聞
く
力
」を
育
て
る

対
話
・
質
問
教
材

　

三
年
間
を
通
し
て「
聞
き
上
手
に
な
ろ
う
」

の
系
列
を
新
設
し
ま
し
た
。
相
手
の
思
い
や

考
え
を
引
き
出
す
た
め
の
質
問
力
（
主
体
的

に
聞
く
力
）
を
育
み
、
対
話
的
な
学
び
の
基

礎
を
築
き
ま
す
。

現
代
に
必
要
な

書
く
力
を
育
て
る

　

情
報
活
用
力
を
育
む
た
め
、
統
計
資
料
を

引
用
し
て
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
教
材
や
、
情
報

を
整
理
・
分
析
し
て
小
論
文
を
書
く
教
材
な

ど
、
図
表
や
情
報
を
読
み
解
き
、
関
連
づ
け

て
書
く
活
動
を
多
数
設
定
し
ま
し
た
。

上：1年P117「質問で話を引き出す」
左：2年P113「質問で思いや考えを引き出す」1年P138「根拠を示して説明しよう」

1年1年

2年2年

3年3年

新設

話
す

聞
く

書
く

「
話
す
こ
と・聞
く
こ
と
」の
系
統
と
ポ
イ
ン
ト

「
書
く
こ
と
」の
系
統
と
ポ
イ
ン
ト

▼
相
手
の
言
葉
を

　
引
用
し
て
質
問
す
る

　�

　
き
き
た
い
内
容
や
質

問
の
意
図
が
明
確
に
な

り
、
話
し
手
が
答
え
や

す
く
な
る
。

▼
他
の
言
葉
で

　
言
い
換
え
て
確
か
め
る

　�

　
話
の
内
容
を
聞
き
手

が
言
い
換
え
る
こ
と
で
、

話
を
十
分
に
理
解
し
て

い
る
こ
と
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
そ
れ
は
つ
ま
り

…
…
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

　
妹
を
連
れ
て
の
移

動
が
大
変
だ
っ
た
そ

う
で
す
が
、
特
に
苦

労
し
た
の
は
ど
ん
な

と
こ
ろ
で
す
か
。

⃝

言
い
換
え
を
促
す
　

⃝

理
由
を
尋
ね
る
　

⃝

思
い
や
考
え
を
き
く
　

⃝

具
体
化
を
促
す

　
そ
れ
は
ど
う
い
う

こ
と
で
す
か
。

　
詳
し
く
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　
そ
の
と
き
、
ど
う
思

い
ま
し
た
か
。

　
そ
れ
は
な
ぜ
で
す
か
。
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つなぐ 組み立てる表現する振り返る

②	

調
査
結
果
を
整
理
し
、
構
成
を
考
え
る

・
調
査
結
果
を
整
理
し
、
得
ら
れ
た
情
報
を
正
確
に
捉
え
る
。

・�

調
査
結
果
を
比
較
し
た
り
結
び
付
け
た
り
し
て
分
析
し
、
そ
こ
か

ら
何
が
い
え
る
か
を
考
え
る
。

・
書
く
内
容
を
決
め
、
全
体
の
構
成
を
考
え
る
。

③	

図
表
な
ど
を
引
用
し
て
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
す
る

・�

自
分
の
考
え
に
説
得
力
を
も
た
せ
る
た
め
に
、
課
題
に
関
連
す
る

資
料
を
引
用
す
る
。�

142
ページ

・
レ
ポ
ー
ト
の
構
成
に
沿
っ
て
ま
と
め
る
。�

140
ページ

④	

レ
ポ
ー
ト
を
読
み
、
評
価
し
合
う

　レ
ポ
ー
ト
の
内
容
や
構
成
、
文
章
や
図
表
の
引
用
の
し
か
た
な
ど

に
つ
い
て
、
説
得
力
が
あ
る
と
思
っ
た
点
や
、
も
っ
と
詳
し
く
知
り

た
い
と
思
っ
た
こ
と
を
伝
え
合
う
。

学
校
生
活

日
常
生
活

将
来

理
科
や
社
会
の
授
業
で
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
。

引
用
で
発
言
に
説
得
力
を
も
た
せ
る
。

広
告
に
示
さ
れ
た
図
表
の
意
味
を
読
み
取
る
。

＊②
調
査
結
果
を
整
理
す
る	

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
方
法

274
ページ

■ 

調
査
項
目
を
決
め
る

① 

今
週
の
平
均
睡
眠
時
間
は
、

約
何
時
間
で
し
た
か
。

 

約
（

　
　）
時
間

② 

あ
な
た
は
、
自
分
の
睡
眠
は
十
分
で

あ
る
と
思
い
ま
す
か
。

　ア
．
十
分
で
あ
る 

イ
．
十
分
で
な
い

一
年
Ａ
組
の
睡
眠
時
間
の
分
布

［
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
整
理
し
た
例
］

課
題

調
査
項
目

調
査
方
法

→
統
計
資
料

→
ア
ン
ケ
ー
ト

→
ア
ン
ケ
ー
ト

→
本
、
新
聞

中
学
生
に
適
し

た
睡
眠
時
間
は

ど
れ
ぐ
ら
い
か
。

全
国
の
中
学
生
の
平
均
睡
眠
時
間

一
年
Ａ
組
の
睡
眠
満
足
度

一
年
Ａ
組
の
睡
眠
時
間
の
分
布

専
門
家
の
見
解一

年
Ａ
組
の
睡
眠
満
足
度

「十分である」22人，「十分でない」13人

１年Ａ組の睡眠時間ごとの満足度
十分でない（時間） 十分である

9

8

7

6

5
0 20 3010 40 50 60 70 80 90 100（％）

25％ 75％

27％ 73％

50％ 50％

67％ 33％

100％

（人）

（時間）

10

15

5

0 5 6 7 8 9

「
八
時
間
」
が
最
多

平均睡眠時間
約 7時間 45 分
（1年A組35名中）

138

根
拠
を
示
し
て
説
明
し
よ
う

資
料
を
引
用
し
て
レ
ポ
ー
ト
を
書
く

　
中
学
生
は
今
、
何
に
興
味
を
も
ち
、
ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。全
国
の
中
学
生
に
対
す
る
実
態
調
査
や
、ク
ラ
ス
の
友
達
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
結
果
な
ど
を
根
拠
と
し
て
引
用
し
、
説
得
力
の
あ
る
レ
ポ
ー
ト
を
書
こ
う
。

目
標

⃝

本
や
資
料
か
ら
文
章
や
図
表
を
引
用
す
る
。

⃝

根
拠
を
明
確
に
し
、
伝
え
た
い
こ
と
の
中
心
が
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
、
工
夫
し
て

書
く
。

生かす集める・整理する

①	

課
題
を
決
め
、
調
査
を
行
う	

142
ページ

・
142
・
143
ペ
ー
ジ
の
資
料
な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
中
学
生
に
つ

い
て
調
査
し
た
い
こ
と
を
考
え
、
課
題
を
決
め
る
。

・�

課
題
に
対
し
て
仮
説
を
立
て
、
何
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
仮
説
が
証

明
で
き
る
か
を
考
え
て
調
査
項
目
を
決
め
、
調
査
す
る
。

⃝

比
較
・
分
類 

32
ページ 

⃝

情
報
を
引
用
し
よ
う 

64
ページ

⃝

「
言
葉
」
を
も
つ
鳥
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ�

126
ページ

＊①
課
題
を
決
め
、
調
査
す
る 

272
ページ

発
想
を
広
げ
る

個
人
差
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
八
時
間
ぐ
ら
い
で
は
な
い
か
。

・
中
学
生
は
一
か
月
に
何
冊
の
本
を
読
ん
で
い
る
の
か
。

・
運
動
部
所
属
の
中
学
生
の
割
合
は
ど
れ
ぐ
ら
い
か
。

・
中
学
生
に
適
し
た
睡
眠
時
間
は
ど
れ
ぐ
ら
い
か
。

■	

課
題
を
決
め
る

課題仮説

　僕
の
睡す

い

眠み
ん

時
間
は
一
日
九
時
間
だ
け
ど
、

七
時
間
で
平
気
な
友
達
も
い
る
な
。

勉強
就
しゅう

寝
しん

学校

食事

部活動

お風
ふ

呂
ろ

書く
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0.5
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0 2000 2005 2010 2015
「第64回学校読書調査」（全国学校図書館協議会他 2018年）より

「平成29年度全国体力・運動能力，運動習慣等調査」（スポーツ庁）より

中学生の5月１か月間の平均読書冊数の推移資料ウ

資料エ

運動部+地域の
　スポーツクラブ 8.8％

文化部のみ 7.4％

地域のスポーツクラブ
　のみ 7.2％

所属していない 6.1％
文化部+地域のスポーツクラブ 1.1％

運動部+文化部 0.2％ 運動部+文化部+地域の
スポーツクラブ 0.1％

無回答 1.4％

運動部のみ
67.8％

運動部のみ
51.4％文化部のみ

29.9％

所属していない 7.3％

運動部+地域の
　スポーツクラブ 5.7％

地域のスポーツクラブのみ 2.3％
文化部+地域のスポーツクラブ 2.0％ 運動部+文化部 0.3％

無回答 1.0％

男子

女子

（年）

（冊）

石い
し

黒ぐ
ろ 

圭け
い

さ
ん
（
日
本
語
学
者
）

　引
用
と
は
、
執し
っ

筆ぴ
つ

の
際
に
参
考
に
し
た
先
人
の
知
恵
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
自
分

の
考
え
を
補
強
し
、
説
得
力
を
高
め
る
方
法
で
す
。
引
用
で
は
、
誰
が
ど
こ
で
何
と

言
っ
た
の
か
を
正
確
に
示
し
、
先
人
の
知
恵
に
敬
意
を
表
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

達人からの
ひと言

中学生の部活動などの所属率

142

生理的な活動 社会的な活動 自由時間

睡眠 食事 学業 通学
テレビ

新聞など
スポーツ

趣
しゅ

味
み

娯
ご

楽
らく

8 時間
5 分

1 時間
27 分

6 時間
10 分

39 分
1 時間
5 分

52 分 51 分

（%）

　自
分
の
課
題
に
合
っ
た
資
料
を
活
用
し
よ
う
。
統
計
資
料
以
外
に
も
、
本
や
新
聞
記
事
を
引
用
し
て
も
よ
い
。

［
統
計
資
料
の
例
］

中学生の生活時間（週全体の平均）

「平成28年社会生活基本調査」（総務省）より

資料ア

⃝❶  特徴的な数値に注目 
最大値や最小値，その年だけの特徴的な数値など。

⃝❷ �変化に注目 
増加・減少，変化の大きさ，変化のしかたなど。

⃝❸ �違いに注目 
年
ねん

齢
れい

や性別などの項目や，二つの数値を比較したときの違いなど。

資料を読み取る際のポイント

将来つきたい職業が決まっている中学1 年生の，その職業につきたい理由
 （複数回答）

資料イ

「第13回21世紀出生児縦断調査（平成13年出生児）」（厚生労働省 2014年）より

※つきたい職業が決まっている生徒の割合
男女計 47.9％　男子 41.9％　女子 54.3％

自
分
の
興
味
や
好
み
に

合
っ
て
い
る
か
ら

自
分
の
能
力
や
適
性
が

生
か
せ
る
か
ら

社
会
や
人
の
た
め
に
役
立
ち
、

貢こ
う

献け
ん

で
き
る
か
ら

高
収
入
が

得
ら
れ
る
か
ら

失
業
の
お
そ
れ
が

な
い
か
ら

地
位
や
名
声
が

得
ら
れ
る
か
ら

親
の
仕
事
を

継
ぎ
た
い
か
ら

そ
の
他

78.3

100
90
80
70
60
50
40
30
20
10
0

41.3
34.6

22.2

7 6.3 3.7 2.1

すぐに使える
統計資料を

用意



21 20

読
む（
文
学
）

一
年「
シ
ン
シ
ュ
ン
」

「
世
界
は
、

楽
し
い
こ
と
、悲
し
い
こ
と
、

美
し
い
こ
と

で
満
ち
満
ち
て
い
る
。」

二
年「
ア
イ
ス
プ
ラ
ネ
ッ
ト
」

森
の
匂
い
が
し
た
。

秋
の
、夜
に
近
い

時
間
の
森
。

三
年
読
書「
羊
と
鋼
の
森
」

「
困
難
は

分
割
せ
よ
。」

三
年「
握
手
」

私
は
、

あ
ん
な
美
し
い「
青
空
」を

見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

一
年「
随
筆
二
編
」よ
り「
空
」

言
葉
の
背
後
か
ら

生
命
へ
の
賛
歌
が

聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で
す
。

二
年「
短
歌
に
親
し
む
」

資
料
編

坊
っ
ち
ゃ
ん 

夏
目
漱
石

夏
目
漱
石
の
生
涯

読
書
教
材

（
本
の
中
の
中
学
生
・
考
え
る
人
に
な
ろ
う
）

新

あ
と
少
し
、
も
う
少
し  

瀬
尾
ま
い
こ

新

西
の
魔
女
が
死
ん
だ 

梨
木
香
歩

新
君
た
ち
は
ど
う
生
き
る
か  

吉
野
源
三
郎

自
分
を
見
つ
め
る

少
年
の
日
の
思
い
出 

小
説 

ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
／
高
橋
健
二
訳

新

随
筆
二
編 

随
筆  

（
空
／
え
ん
ぽ
う
）工
藤
直
子

新

さ
く
ら
の 

は
な
び
ら 

詩

 

ま
ど
・
み
ち
お

音
読
を
楽
し
も
う

新

大
阿
蘇 

詩

三
好
達
治

心
の
動
き

大
人
に
な
れ
な
か
っ
た 

弟
た
ち
に
…
… 

物
語 

米
倉
斉
加
年

星
の
花
が
降
る
こ
ろ
に 

小
説 

安
東
み
き
え

言
葉
に
立
ち
止
ま
る

詩
の
世
界 

詩
・
解
説

 

（
新
序
文
・
谷
川
俊
太
郎
）

新

一
枚
の
絵 

木
坂
涼

新

朝 

吉
田
加
南
子

新

未
確
認
飛
行
物
体 

入
沢
康
夫

学
び
を
ひ
ら
く

新

シ
ン
シ
ュ
ン 

物
語 

西
加
奈
子

言
葉
に
出
会
う
た
め
に

野
原
は
う
た
う 

詩

 

工
藤
直
子

新

朝
の
リ
レ
ー 

詩

 

谷
川
俊
太
郎

資
料
編

新

形　
菊
池
寛

菊
池
寛
の
生
涯

読
書
教
材

（
翻
訳
作
品
を
読
み
比
べ
よ
う
）

新

星
の
王
子
さ
ま  

サ
ン
＝
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ　

 

内
藤
濯
・
池
澤
夏
樹
訳

表
現
を
見
つ
め
る

走
れ
メ
ロ
ス 

小
説 

太
宰
治

新

木 

詩

 

田
村
隆
一

音
読
を
楽
し
も
う

新

月
夜
の
浜
辺 

詩

 

中
原
中
也

人
間
の
き
ず
な

盆
土
産 

小
説 

三
浦
哲
郎

字
の
な
い
葉
書 

随
筆 

向
田
邦
子

言
葉
と
向
き
合
う

新

短
歌
に
親
し
む 

短
歌
・
解
説 

栗
木
京
子

短
歌
を
味
わ
う（
６
首
）

言
葉
の
力 

随
筆 

大
岡
信

広
が
る
学
び
へ

ア
イ
ス
プ
ラ
ネ
ッ
ト 

小
説 

椎
名
誠

見
え
な
い
だ
け 

詩

 

牟
礼
慶
子

資
料
編

高
瀬
舟　
森
鷗
外

森
鷗
外
の
生
涯

読
書
教
材

（「
私
の
一
冊
」を
探
し
に
い
こ
う
）

新

羊
と
鋼
の
森 

宮
下
奈
都

未
来
へ
向
か
っ
て

温
か
い
ス
ー
プ 

随
筆 

今
道
友
信

わ
た
し
を
束
ね
な
い
で 

詩

新
川
和
江

音
読
を
楽
し
も
う

初
恋 

詩

 

島
崎
藤
村

状
況
の
中
で

挨
拶 　

 

原
爆
の
写
真
に
よ
せ
て

詩

 

石
垣
り
ん

故
郷 

小
説 

魯
迅
／
竹
内
好
訳

言
葉
と
と
も
に

俳
句
の
可
能
性 

俳
句
・
解
説  

宇
多
喜
代
子

俳
句
を
味
わ
う（
９
句
）

深
ま
る
学
び
へ

握
手 

小
説 
井
上
ひ
さ
し

新

世
界
は
う
つ
く
し
い
と 

詩

 

長
田
弘

1年

2年

3年

「
で
も
、じ
ゃ
あ
、

だ
か
ら
こ
そ

話
そ
う
よ
。」

雨
は

蕭
と々
降
っ
て
い
る

一
年「
大
阿
蘇
」

も
と
も
と
地
上
に
は

道
は
な
い
。

歩
く
人
が
多
く
な
れ
ば
、

そ
れ
が

道
に
な
る
の
だ
。

三
年「
故
郷
」

近代文学の
系列を新設

想
像
力
を
豊
か
に
す
る
文
学
的
文
章

言
葉
に
託
さ
れ
た
、人
の
思
い
に
ふ
れ
る
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研
究
の
現
場
に
よ
う
こ
そ

　読
書
は
、
未
知
へ
の
扉
。
今
回
の
水
先
案
内
人
は
研
究
者
、
あ
ふ
れ
る
よ
う
な
情
熱
を
傾
け
て
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
人
た
ち
だ
。
研
究
を

通
し
て
見
え
る
世
界
は
、
は
た
し
て
ど
ん
な
も
の
な
の
か
。
知
的
好
奇
心
を
か
き
立
て
る
、
研
究
の
現
場
を
の
ぞ
い
て
み
よ
う
。

　東京都・上
うえ

野
の

にある国立科学博物館では，毎年，夏休み前後の時期に特別展が開か

れる。何度かに一度は，絶滅した動物についてのものだ。2014 年の夏の特別展も，

絶滅動物に関わるものだった。ただし，恐竜ではない。時間的にも空間的にもより身

近な「日本で発掘された絶滅哺乳類化石」がテーマである。

　では，かつてどんな絶滅哺乳類がいたのかというと，豪華メンバーがそろっている。

いわゆる巨大動物相※が「日本」にもあって，ゾウやら，サイやら，オオツノジカや

ら，今の基準でいえばかなりの「大物」が闊
かっ

歩
ぽ

していたとか。想像してみよう。

ちょっと郊外に出かけると，ゾウやオオツノジカなどがゆったりと歩き，食事をして

いる様子が見られるのだ。動物園でもサファリパークでもない，野生動物として！

　特別展の企画を担当した地学研究部（2014 年当時）の冨田幸光さんにお話を伺った。

　冨田さんは化石で見る生命進化の研究者なので，研究室にはウサギやビーバーや

サーベルタイガーなど，さまざまな動物の骨が実物や模型で置いてあった。

　冨田さんがまず語ってくださったのは，日本列島の成り立ちについてだ。

「もともと，日本列島は大陸の一部だったんです。2500 万年ほど前に日本海が開き

始めて，1500 万年ほど前に日本列島になる島々が今の場所あたりに来た。でも，離

れてすぐに今の形になったんじゃなくて，大陸から離れつつ小さな島にバラバラにば

らけちゃったような状態が続いて，だんだん日本列島ができていく。大陸から離れて

から動物がどのように変わったかというのが，一つの大きなテーマなんです。」

「ただ，日本の哺乳類化石の歴史は，日本列島が大陸から離れるずっと前，約 1億

2000 万年にも及ぶことが最近はわかっています。地理的な問題以前に，あるいはそ

れ以上に，時代の流れに伴う哺乳類の変化，つまり哺乳類全体の進化による変化を見

ることが大事なんです。」

　今の日本で発見される最古の哺乳類化石は約１億 2000 万年前！　それだけの時間

をかけた大進化は一つのテーマになる。日本における独自の哺乳類進化を見つつも，

哺乳類全体の進化自体を絶えず見渡さなければならないということだ。

第１回　｜　日本に野生のゾウやサイがいた頃

研究者　�冨田 幸光　1950（昭和 25）―　愛知県出身。� �
古脊
せき

椎
つい

動物学者。
取材　　�川端 裕人　1964（昭和 39）―　兵庫県出身。� �

小説家。

ゾウの一種・ステゴロフォドンの復元図。日本では宮城県船
ふな

岡
おか

町
まち

（現在の柴
しば

田
た

町
まち

）で発見されたものが最初で，1800 万年前
から 1600 万年前の地層で見つかっている。

※�動物相＝ある一定の場所や環境にすむ動物の全種類のこと。巨大動物相とは，特に大型動物の動
物相のことをいう。

日本列島の成り立ち

3000 万年前 1850 万年前

研究の現場に
ようこそ

めくるめく研究の世界へ
研究者

冨
とみ

田
だ

幸
ゆき

光
みつ

取材

川
かわ

端
ばた

裕
ひろ

人
と

読書

続きはこちら
https://m-manabi.jp/03c/kokugo2/p10/index.html
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いる様子が見られるのだ。動物園でもサファリパークでもない，野生動物として！
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哺乳類全体の進化自体を絶えず見渡さなければならないということだ。
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資
料
編

幻
の
魚
は
生
き
て
い
た  

中
坊
徹
次

読
書
教
材（
本
の
中
の
中
学
生・考
え
る
人
に
な
ろ
う
）

新

ブ
ラ
イ
ン
ド
の
向
こ
う
に
見
え
る
光  

小
林
良
介

新

た
の
し
い
制
約  

佐
藤
雅
彦

価
値
を
見
い
だ
す

新「
不
便
」の
価
値
を
見
つ
め
直
す 

意
見  

川
上
浩
司

筋
道
を
立
て
て

新「
言
葉
」を
も
つ
鳥
、シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ 
記
録  

鈴
木
俊
貴

言
葉
に
立
ち
止
ま
る

新

比
喩
で
広
が
る
言
葉
の
世
界 

説
明 

森
山
卓
郎

新
し
い
視
点
で

ダ
イ
コ
ン
は
大
き
な
根
？ 

説
明 

稲
垣
栄
洋

ち
ょ
っ
と
立
ち
止
ま
っ
て 

説
明 

桑
原
茂
夫

資
料
編

生
物
が
記
録
す
る
科
学  

　

 

バ
イ
オ
ロ
ギ
ン
グ
の
可
能
性  

佐
藤
克
文

読
書
教
材（
研
究
の
現
場
に
よ
う
こ
そ
）

新

日
本
に
野
生
の
ゾ
ウ
や
サ
イ
が
い
た
頃

　
　
冨
田
幸
光（
研
究
者
）　

川
端
裕
人（
取
材
）

新

ク
モ
の
糸
で
バ
イ
オ
リ
ン  

大
﨑
茂
芳

価
値
を
語
る

君
は「
最
後
の
晩
餐
」を
知
っ
て
い
る
か 

評
論 

布
施
英
利

新「
最
後
の
晩
餐
」の
新
し
さ 

解
説 

藤
原
え
り
み

論
理
を
捉
え
て

モ
ア
イ
は
語
る 

― 

地
球
の
未
来 

論
説 

安
田
喜
憲

情
報
社
会
を
生
き
る

新
「
自
分
で
考
え
る
時
間
」を
も
と
う  

池
上
彰

多
様
な
視
点
か
ら

新

ク
マ
ゼ
ミ
増
加
の
原
因
を
探
る 

報
告  

沼
田
英
治

資
料
編

二
つ
の
悲
し
み  
杉
山
龍
丸

ア
ラ
ス
カ
と
の
出
会
い  

星
野
道
夫

読
書
教
材（
本
は
世
界
へ
の
扉
）

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
の
少
女
ヘ
ス
ー
ス  

長
倉
洋
海

新

紛
争
地
の
看
護
師  

白
川
優
子

価
値
を
生
み
出
す

誰
か
の
代
わ
り
に 

論
説 

鷲
田
清
一

自
ら
の
考
え
を

新

人
工
知
能
と
の
未
来 

論
説 

羽
生
善
治

新

人
間
と
人
工
知
能
と
創
造
性 

論
説 

松
原
仁

情
報
社
会
を
生
き
る

新

実
用
的
な
文
章
を
読
も
う

新

報
道
文
を
比
較
し
て
読
も
う

視
野
を
広
げ
て

作
ら
れ
た「
物
語
」を
超
え
て 

論
説 

山
極
寿
一

　

比
較
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
教
材
を
複
数
用
意
し

ま
し
た
。
情
報
を
う
の
み
に
せ
ず
、
複
数
の
視
点
で
対

象
を
吟
味
し
た
り
、評
価
し
た
り
す
る
力
を
養
い
ま
す
。

1年

2年

3年

POINT

　

模
式
図
、
地
図
、
写
真
、
表
、
グ
ラ
フ
な
ど
、

多
様
な
図
表
を
用
い
た
文
章
を
掲
載
。
文
章
と
図

表
を
結
び
付
け
て
読
む
力
を
育
み
ま
す
。

文
章
と
図
表
を
結
び
付
け
る

1

比
較
し
て
読
む
・
批
判
的
に
読
む

2

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
取
扱
説
明

書
な
ど
の
実
用
文
や
、
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
の
文
章
を
読
む
教
材
を

用
意
し
ま
し
た
。
情
報
の
信
頼

性
を
確
か
め
る
方
法
を
身
に
つ

け
ら
れ
ま
す
。

実
社
会
で
役
立
つ
力
を
つ
け
る

3

視
野
を
広
げ
る

　

文
章
の
内
容
や
論

理
の
展
開
を
正
確
に

捉
え
る
系
列

　

筆
者
の
論
理
展
開

を
客
観
的
・
批
判
的

に
読
み
解
く
系
列

論
理
の
吟
味

　

筆
者
の
考
え
を
基

に
対
象
を
評
価
し
、

新
た
な
価
値
を
見
い

だ
す
系
列

価
値
の
創
造

ウェブサイトで
続きを読むこと
ができます。

読
む（
説
明
文
）

図表

比較

比較

実社会

図表
170

510

　イ
タ
リ
ア
の
天
才
画
家
と
い
う
と
、
誰
を
思
い
浮
か
べ
る
だ
ろ
う
。

　「春
（
ラ
・
プ
リ
マ
ヴ
ェ
ー
ラ
）」
や
「
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
誕
生
」
で
有
名
な
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
と
も
彫
刻
家
で
も
あ
っ
た
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
か
。
十
四
世
紀
か
ら
十
六
世
紀
の
イ
タ
リ
ア
で
、
ル
ネ
サ

ン
ス
美
術
が
花
開
い
た
時
代
、
い
ろ
い
ろ
な
天
才
が
い
た
。
し
か
し
、
誰
も
が
一
番
に
挙
げ
る
の
は
、
や
は

り
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　「モ
ナ
・
リ
ザ
」
や
「
最
後
の
晩
餐
」
な
ど
、
レ
オ
ナ
ル
ド
の
絵
は
、
そ
れ
ま
で
の
絵
画
と
は
違
う
、
全

く
新
し
い
も
の
だ
っ
た
。
彼
は
、
人
体
の
科
学
で
あ
る
「
解
剖
学
」
や
、
空
間
の
科
学
で
あ
る
「
遠
近
法
」、

そ
れ
に
光
の
科
学
で
あ
る
「
明
暗
法
」
な
ど
を
研
究
し
、
新
し
い
絵
画
を
生
み
出
し
た
の
だ
。

　「科
学
が
生
み
出
し
た
新
し
い
芸
術
」
な
ど
と
い
う
と
、
ど
こ
か
難
し
い
と
思
う
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
イ
タ
リ
ア
に
行
っ
て
「
最
後
の
晩
餐
」
の
前
に
立
っ
た
ら
、
ど
う
思
う
だ
ろ
う
か
。
私
は
、
こ
の
絵
を

見
た
と
き
、
な
ぜ
か
「
か
っ
こ
い
い
。」
と
思
っ
た
。
そ
れ
が
名
画
と
い
う
も
の
な
の
か
。
す
ば
ら
し
い
絵

の
前
に
立
つ
と
、
理
屈
で
は
な
く
、
ま
ず
衝
撃
が
や
っ
て
く
る
。
そ
れ
か
ら
、
じ
っ
く
り
と
分
析
す
る
。
分

析
も
ま
た
、
名
画
を
味
わ
う
楽
し
み
の
一
つ
で
あ
る
。

君
は「
最
後
の
晩ば

ん

餐さ
ん

」を
知
っ
て
い
る
か

4 

や
は
り 

文

7

漢
剖
ボ
ウ

解
剖ボ
ウ

学

12

漢
屈
ク
ツ

理
屈ク
ツ

12

漢
衝
シ
ョ
ウ

衝シ
ョ
ウ

撃

布ふ

施せ

　英ひ
で

利と

［ 

目
標 

］

⃝

文
章
の
構
成
に
お
け
る
具
体
と
抽
象
の
関
係

を
理
解
す
る
。

⃝

観
点
を
明
確
に
し
て
文
章
を
比
較
し
、
そ
の

分
析
を
基
に
構
成
や
表
現
の
効
果
を
考
え
る
。

読  む

2 

ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ

　一四
四
四
・四
五

―
一
五
一
〇

イ
タ
リ
ア
の
画
家
。

3 

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ

　一四
七
五

―
一
五
六
四

　

イ
タ
リ
ア
の
画
家
・
彫
刻
家
。
代
表

作
に
絵
画
「
最
後
の
審
判
」（
171

ペ
ー
ジ
）、
彫
刻
「
ダ
ヴ
ィ
デ
」「
ピ

エ
タ
」
な
ど
が
あ
る
。

180

5

510

解  説

①「最後の晩餐」作者不詳　６世紀作
サンタポリナーレ・ヌオーヴォ聖堂蔵（イタリア）

　レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
作
「
最
後
の

晩
餐
」
は
、
ミ
ラ
ノ
の
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・

デ
ッ
レ
・
グ
ラ
ツ
ィ
エ
修
道
院
に
描
か
れ
た
壁

画
で
あ
る
。
レ
オ
ナ
ル
ド
の
作
品
の
中
で
は
最

大
、
か
つ
希
少
な
完
成
作
品
で
あ
り
、
ル
ネ
サ

ン
ス
を
代
表
す
る
美
術
作
品
の
一
つ
と
さ
れ
る
。

　「最
後
の
晩
餐
」
は
、
古
く
か
ら
キ
リ
ス
ト

教
の
重
要
な
主
題
と
し
て
描
か
れ
て
き
た
。
で

は
、
そ
れ
ま
で
の
絵
画
と
比
べ
て
、
レ
オ
ナ
ル

ド
の
何
が
そ
れ
ほ
ど
新
し
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　過
去
の
作
品
（
① 

②
）
を
見
て
、
ま
ず
気
づ

く
の
は
、
十
三
人
が
食
卓
を
囲
む
構
図
の
難
し

さ
で
あ
る
。
人
物
を
重
ね
た
り
背
を
向
か
せ
た

り
と
、
画
家
た
ち
は
何
世
紀
も
の
間
、
試
行
錯

誤
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
や
が
て
、
裏
切
り
者

の
ユ
ダ
の
み
を
食
卓
の
手
前
に
配
置
す
る
構
図

が
考
案
さ
れ
、
カ
ス
タ
ー
ニ
ョ
の
作
品
（
③
）

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
空
間
に
は
奥
行
き
が
生

レ
オ
ナ
ル
ド
・

ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
作

500
＊①作者不詳

600

700

800

900

1000

1100

1200

1300 ＊②ジョット

  

＊③カスターニョ

＊④レオナルド

1400

1500

1600

1700

1800

1900

修復作業（1977〜99）
現在2000

作品の成立年代
（解説文中）

西暦

「
最
後
の
晩ば

ん

餐さ
ん

」の
新
し
さ

ルネサンス

［ 

目
標 

］
⃝ 

文
章
で
使
わ
れ
て
い
る
比
較
の
効
果
を
理
解
す
る
。

⃝

観
点
を
明
確
に
し
て
文
章
を
比
較
し
、
そ
の
分
析

を
基
に
構
成
や
表
現
の
効
果
を
考
え
る
。

②「最後の晩餐」ジョット・ディ・ボンドーネ
1304-05年作/スクロヴェーニ礼拝堂蔵（イタリア）

有
あり

田
だ

大阪府

奈良県

和歌山県

京都府

兵庫県

堺
さかい

豊中

枚
ひら

岡
おか

山

箕
みの

面
お

山

大阪

京都

夏

7年ほど

夏

越
冬

産卵

孵化幼虫

羽化

成虫

卵

●①

●②

●③

●④

図６　セミの孵化の時期と雨の日の割合

雨
の
日
の
割
合

セ
ミ
の
孵
化
の
時
期

20

10

0

30

40

50
（%）

６月

６月

７月

７月

８月

８月

梅雨明け

アブラゼミ

ミンミンゼミ

ツクツクボウシ

クマゼミ

新
時
代
の
説
明
的
文
章

論
理
的
思
考
力
を
育
む

実社会

2年P42 「クマゼミ増加の原因を探る」

2年P170 「君は『最後の晩餐』を知っているか」2年P180 「『最後の晩餐』の新しさ」

2年P188 「研究の現場にようこそ」

比較
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情
報

　

新
し
い
学
習
指
導
要
領
で
は
、「
情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
事
項
」が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

急
速
に
情
報
化
が
進
み
、
多
様
化
す
る
社
会
の
中
で
必
要
と
な
る
力
を
、
無
理
な
く
身
に

つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
系
統
立
て
て
教
材
化
し
ま
し
た
。

教
科
書
か
ら
広
が
る
新
し
い
読
書
教
材

193 読書に親しむ ● 読書案内

恋
愛

恋
を
し
た
い
君
へ

旅本
を
手
に
旅
に
出
よ
う

生
き
方

未
来
に
羽
ば
た
こ
う

き
み
が
見
つ
け
る
物
語
　
恋
愛
編

�

有あ
り

川か
わ 

浩ひ
ろ 

他

旅
の
絵
本

�

安あ
ん

野の

光み
つ

雅ま
さ

十
五
歳
の
残
像

�

江え

國く
に

香か

織お
り

Ｔ
Ｕ
Ｇ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
　
つ
ぐ
み

�

吉よ
し

本も
と

ば
な
な

旅
に
出
よ
う

�

近こ
ん

藤ど
う

雄ゆ
う

生き

新 

13
歳
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

�

村む
ら

上か
み 

龍り
ゅ
う

夜
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク

�

恩お
ん

田だ 

陸り
く

嵐
の
大
地
　
パ
タ
ゴ
ニ
ア

�

関せ
き

野の

吉よ
し

晴は
る

心
を
整
え
る
。

�

長は

谷せ

部べ 

誠ま
こ
と

　
香ホ
ン

港コ
ン

か
ら
ロ
ン
ド
ン
ま
で
の
旅
に

出
た
筆
者
。
失
敗
や
出
会
い
を
通
し

て
、
新
し
い
発
見
を
し
て
い
く
。

深
夜
特
急 

全
六
巻

�

沢さ
わ

木き

耕こ
う

太た

郎ろ
う

私
の
一
冊

私
の
お
す
す
め
自
分
で
も

書
い
て
み
よ
う

祭
。三
年
生
の
甲こ
う

田だ

貴た
か

子こ

に
は
、高
校
最
後

の
歩
行
祭
で
か
な
え
た
い
願
い
が
あ
っ
た
。

　
二
十
四
時
間
で
八
十

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
踏
破

す
る
北
高
伝
統
の
歩
行

ル
の
道
の
り
を
、
自
分
の
力
だ
け
で
移
動

す
る
「
グ
レ
ー
ト
ジ
ャ
ー
ニ
ー
」
の
記
録
。

　
南
米
大
陸
南
端
か
ら

ア
フ
リ
カ
大
陸
中
央
部

ま
で
五
万
キ
ロ
メ
ー
ト

た
、
長
谷
部
が
語
る
、
心
の
整
え
方
。

　
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表

の
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て

チ
ー
ム
を
勝
利
に
導
い

が
燃
え
て
い
た
。
海
辺
の
町
を
舞
台
に
、

彼
女
と
彼
女
を
取
り
巻
く
人
々
を
描
く
。

　
生
ま
れ
つ
き
病
弱
な

少
女
つ
ぐ
み
。
し
か
し
、

体
の
奥
で
は
、
強
い
魂

思
い
を
胸
に
、旅
に
出
た
筆
者
。旅
で
の
出

会
い
を
通
し
て
、
多
様
な
生
き
方
を
知
る
。

　
も
っ
と
自
由
に
生
き

方
を
考
え
て
も
い
い
の

で
は
な
い
か
。
そ
ん
な

か
せ
な
い
と
筆
者
は
い
う
。
好
き
な
教
科

別
に
紹
介
す
る
職
業
図
鑑
。

　「
自
分
に
向
い
て
い

る
職
業
」
に
出
会
う
た

め
に
は
、
好
奇
心
が
欠

ま
な
恋
の
情
景
が
描
か
れ
る
。

　
五
人
の
作
家
が
十
代

の
読
者
の
た
め
に
贈
る

五
つ
の
物
語
。
さ
ま
ざ

読
む
た
び
に
新
し
い
発
見
が
待
っ
て
い
る
。

　
旅
の
風
景
を
描
い
た

絵
本
。旅
人
と
い
っ
し
ょ

に
世
界
を
旅
し
よ
う
。

れ
の
「
十
五
歳
」
が
そ
こ
に
あ
る
。

　
作
家
、
江
國
香
織
の

対
談
集
。
歌
手
・
詩
人

な
ど
二
十
二
人
そ
れ
ぞ

　ドイツでプレーするの
はひとり旅に似ている。
共感する部分が多かった。

「心を整える。」より

長谷部 誠　
1984 年
静岡県出身。
プロサッカー
選手。

192

く
、
時
に
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
、
絶
妙
な
味
わ

い
を
か
も
し
出
す
。 　

猫
が
観
察
し
た
、
人

間
の
世
界
。
皮
肉
め
い

た
口
ぶ
り
が
、
時
に
鋭

白し
ら

狐こ

魔ま

丸ま
る

は
、
人
の
営
み
を
観
察
し
、
戦

の
謎
を
考
え
続
け
る
。

　
平
安
時
代
末
期
。
修

行
で
化
身
術
と
言
葉
を

身
に
つ
け
た
き
つ
ね
の

苦
難
の
末
、
宿
願
を
達
成
し
た
普ふ

照し
ょ
う

と
唐

の
高
僧
・
鑑が
ん

真じ
ん

を
描
く
歴
史
小
説
。

　
八
世
紀
、
若
き
僧
は

唐
か
ら
日
本
に
高
僧
を

連
れ
帰
る
命
を
受
け
る
。

明
る
く
清
純
な
踊
り
子
に
心
引
か
れ
た
青

年
は
孤
独
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
く
。

　
二は

た

ち
十
歳
の
青
年
が
伊

豆
を
旅
す
る
途
中
で
旅

芸
人
の
一
行
と
出
会
う
。

と
の
出
会
い
を
通
し
て
、
少
年
篁た
か
む
ら

は
成

長
し
て
い
く
。

　
妹
が
命
を
落
と
し
た

古
井
戸
は
冥
界
へ
と
続

い
て
い
た
。
鬼
や
人
々

古
今
東
西
の
問
題
が
見
え
て
く
る
。

　
砂
糖
の
歴
史
か
ら
、

近
代
史
の
流
れ
や
、
奴ど

隷れ
い

制
、
南
北
格
差
な
ど

の
生
き
延
び
る
道
を
見
い
だ
す
。
表
題
作

「
羅
生
門
」
を
含
む
全
八
編
を
収
録
。

　
荒
れ
果
て
た
京
の
都

で
、
男
は
死
人
の
髪
を

抜
く
老ろ
う

婆ば

の
姿
に
自
分

文
豪
ナ
ビ
　
夏
目
漱
石

�

羅ら

生し
ょ
う

門も
ん

・
鼻

�

芥あ
く
た

川が
わ

龍り
ゅ
う

之の

介す
け

砂
糖
の
世
界
史

�

川か
わ

北き
た 

稔み
の
る

天て
ん

平ぴ
ょ
う

の
甍い

ら
か

�

井い
の

上う
え 

靖や
す
し

伊い

豆ず

の
踊お

ど
り

子こ

�

川か
わ

端ば
た

康や
す

成な
り

鬼
の
橋

�

伊い

藤と
う 

遊ゆ
う

吾わ
が

輩は
い

は
猫
で
あ
る

�

夏な
つ

目め

漱そ
う

石せ
き

源
平
の
風
　
白し

ら

狐こ

魔ま

記 

全
六
巻

�

斉さ
い

藤と
う 

洋ひ
ろ
し

す
る
が
…
…
。
友
情
と
恋
愛
と
い
う
、
時

代
を
超
え
た
テ
ー
マ
を
描
く
。

　
杉す
ぎ

子こ

を
好
き
に
な
っ

た
野の

島じ
ま

は
、
熱
い
思
い

を
友
人
の
大お
お

宮み
や

に
相
談

友
情

�

武む

者し
ゃ

小こ
う

路じ

実さ
ね

篤あ
つ

の

助す
け

が
活
躍
す
る
時
代
劇
ミ
ス
テ
リ
ー
。

　
本ほ
ん

所じ
ょ

深ふ
か

川が
わ

の
同
心
・

平へ
い

四し

郎ろ
う

と
そ
の
お
い
っ

子
で
頭
脳
明め
い

晰せ
き

な
弓ゆ
み

之の

日
暮
ら
し 

上
・
下
巻

�

宮み
や

部べ

み
ゆ
き

彼
が
、
志
士
と
し
て
活
躍
し
、
や
が
て
凶き
ょ
う

刃じ
ん

に
倒
れ
る
ま
で
を
描
く
。

　
土と

佐さ

藩
の
下
級
武
士

の
家
に
生
ま
れ
、
泣
き

虫
だ
っ
た
坂さ
か

本も
と

竜
馬
。

竜り
ょ
う

馬ま

が
ゆ
く 

全
八
巻

�

司し

馬ば

遼り
ょ
う

太た

郎ろ
う

表
題
作
を
含
む
、
志
賀
直
哉
の
短
編
集
。

　
瓢
簞
を
愛
す
る
少
年

と
、
そ
れ
を
苦
々
し
く

思
う
大
人
た
ち
を
描
く

清せ
い

兵べ

衛え

と
瓢ひ

ょ
う

簞た
ん

・
小
僧
の
神
様

�

志し

賀が

直な
お

哉や

近
代
文
学
　挑

戦
し
て
み
よ
う

歴
史
・
時
代
　歴

史
の
息
遣
い
を
感
じ
る

ま
で
。
漱
石
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
一
冊
。

　
あ
な
た
に
ぴ
っ
た
り

の
漱
石
作
品
が
見
つ
か

る
作
品
ナ
ビ
か
ら
年
譜

1年P9「思考の地図」

85 読書生活を豊かに ● 翻訳作品を読み比べよう

510

510

1520

15

星
の
王
子
さ
ま

サ
ン
＝
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ

　内
藤 

濯 

訳

星
の
王
子
さ
ま

サ
ン
＝
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ

　池
澤
夏
樹 

訳

内
藤 

濯 

訳

池い
け

澤ざ
わ 

夏な
つ

樹き 

訳

「
そ
れ
、
な
あ
に
？

　そ
の
し、

な、

も、

の、

？
」

「
し、

な、

も、

の、

じ
ゃ
な
い
よ
。
こ
れ
、
飛
ぶ
ん
だ
。
飛
行
機
な
ん
だ
。
僕

の
飛
行
機
な
ん
だ
。」

　僕
は
、
鼻
を
高
く
し
な
が
ら
、
鳥
の
よ
う
に
飛
べ
る
人
間
だ
と
い
っ
て

や
り
ま
し
た
。
す
る
と
、
王
子
さ
ま
は
、
大
声
を
上
げ
て
言
い
ま
し
た
。

「
な
ん
だ
っ
て
！

　君
、
天
か
ら
落
ち
て
き
た
ん
だ
ね
？
」

「
そ
う
だ
よ
。」
と
、
僕
は
、
し
お
ら
し
い
顔
を
し
て
言
い
ま
し
た
。

「
へ
え
え
！

　変
だ
な
あ
、
そ
り
ゃ
…
…
。」

　王
子
さ
ま
は
、
そ
う
言
っ
て
、
た
い
そ
う
か
わ
い
ら
し
い
声
で
笑
い

ま
し
た
。
笑
わ
れ
た
僕
は
、
と
て
も
腹
が
立
ち
ま
し
た
。
天
か
ら
落
ち

る
な
ん
て
、
あ
り
が
た
く
な
い
こ
と
な

ん
で
す
か
ら
、
真
剣
に
考
え
て
も
ら
い

た
か
っ
た
の
で
す
。
や
が
て
、
王
子
さ

ま
は
ま
た
こ
う
言
い
ま
し
た
。

「
じ
ゃ
あ
、
君
も
、
天
か
ら
や
っ
て
来
た

ん
だ
ね
！

　ど
の
星
か
ら
来
た
の
？
」

　そ
の
と
た
ん
、
王
子
さ
ま
の
夢
の
よ

う
な
姿
が
、
ぽ
う
っ
と
光
っ
た
よ
う
な

気
が
し
ま
し
た
。

「
こ
の
モ
ノ
、
い
っ
た
い
何
？
」

「
モ
ノ
じ
ゃ
な
い
よ
。
こ
れ
は
飛
ぶ
ん
だ
。
飛
行
機
だ
よ
。
僕
の
飛

行
機
。」

　僕
は
得
意
に
な
っ
て
自
分
が
飛
べ
る
こ
と
を
彼
に
教
え
た
。

　す
る
と
彼
は
さ
け
ん
だ

―
。

「
そ
う
か
！

　じ
ゃ
君
は
空
か
ら
落
ち
て
き
た
の
？
」

「
そ
う
だ
よ
。」
と
僕
は
つ
つ
ま
し
く
答
え
た
。

「
あ
あ
、
そ
れ
は
お
か
し
い
ね
。」

　そ
う
言
っ
て
王
子
さ
ま
が
け
ら
け
ら
と
笑
っ
た
の
で
、
僕
は
相
当

む
っ
と
し
た
。
僕
と
し
て
は
自
分
の
不
運
を
も
う
少
し
真
剣
に
受
け

止
め
て
ほ
し
か
っ
た
の
だ
。

　次
に
彼
は
こ
う
言
っ
た

―
。

「
君
も
空
か
ら
来
た
ん
だ
！

　君
の

星
は
ど
れ
？
」

　そ
の
と
き
、
僕
は
彼
が
こ
こ
に
い

る
と
い
う
な
ぞ
に
一
筋
の
光
が
差
し

た
よ
う
に
思
っ
た
。

続
き
は
こ
ち
ら

続
き
は
こ
ち
ら

84

5

5

翻
訳
作
品
を
読
み
比
べ
よ
う

　フ
ラ
ン
ス
の
作
家
、
サ
ン
＝
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
が
書
い
た
「
星
の
王
子
さ

ま
」
は
、
二
百
以
上
の
言
語
に
翻
訳
さ
れ
、
世
界
中
の
人
々
に
読
ま
れ
て

い
る
。
日
本
で
は
、
長
い
間
、
内な
い

藤と
う 

濯あ
ろ
う

氏
の
翻
訳
で
親
し
ま
れ
て
き
た
が
、

近
年
、
次
々
に
新
し
い
訳
の
本
が
出
版
さ
れ
て
、
話
題
に
な
っ
た
。

　こ
こ
で
は
、
二
人
の
翻
訳
者
に
よ
る
文
章
を
読
み
比
べ
て
み
よ
う
。

あ
る
言
語
で
書
か
れ
た
文
章
を
、
他
の
言
語
に
置
き
換
え

翻
訳
の
違
い
に
よ
っ
て
、
作
品
の
印
象
は
ど
う
変
わ

　「僕
」
が
サ
ハ
ラ
砂
漠
に
不
時
着
し
、
王
子
さ
ま
と
出
会
う
と
こ
ろ

か
ら
物
語
が
始
ま
る
。
次
の
場
面
は
、
王
子
さ
ま
が
初
め
て
「
僕
」
の

飛
行
機
を
見
た
と
き
の
場
面
で
あ
る
。

主
な
登
場
人
物
（
物
語
冒
頭
部
分
）

　僕 

…
…
…
… 

飛
行
機
の
操
縦
士
。
こ
の
物
語
の
語
り
手
。

　王
子
さ
ま 

… 

小
さ
な
星
か
ら
地
球
に
や
っ
て
来
た
。

星
の
王
子
さ
ま 

サ
ン
＝
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ

翻
訳
と
は

や
っ
て
み
よ
う

る
こ
と
を
翻
訳
と
い
う
。「
星
の
王
子
さ
ま
」
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
か

れ
た
作
品
を
日
本
語
に
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

　翻
訳
者
は
、
作
者
の
意
図
や
作
品
に
書
か
れ
た
内
容
を
考
え
な
が
ら
適

切
な
言
葉
を
選
び
出
し
、
文
章
に
ま
と
め
て
い
く
。

る
だ
ろ
う
か
。
人
物
の
言
動
や
様
子
が
描
か
れ
た
表
現
を
比
べ
、
人
柄
や

心
情
の
違
い
を
考
え
て
み
よ
う
。

新
出
漢
字

翻
ホ
ン

（
ひ
る
が
え
る
）

（
ひ
る
が
え
す
）

読書

２年P84「翻訳作品を読み比べよう」

２年P83「読書を楽しむ」

　

作
品
の
一
部
を
紹
介
し
て
続
き
を
読
む
よ
う
に
促

し
た
り
、
自
分
に
合
っ
た
本
の
探
し
方
を
提
案
し
た

り
す
る
な
ど
、
教
材
の
示
し
方
を
工
夫
し
ま
し
た
。

　
「
本
を
紹
介
す
る
」「
感
想
を
共
有
す
る
」「
読
書

生
活
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
」
の
三
つ
の
系
統
で
、
取
り

組
み
や
す
く
、
意
義
の
あ
る
読
書
活
動
を
位
置
づ
け

ま
し
た
。

　

教
材
末
の
「
広
が
る
読
書
」、
読
書

教
材
内
の
「
本
の
世
界
を
広
げ
よ
う
」

で
は
、
412
冊
に
上
る
図
書
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。
選
書
に
あ
た
っ
て
は
、
四
十
七

都
道
府
県
の
推
薦
図
書
リ
ス
ト
な
ど
を

参
考
に
し
ま
し
た
。

魅
力
的
な
読
書
活
動

２年P82「読書を楽しむ」

1年P83「読書を楽しむ」

2年P60「メディアを比べよう」

思
考
の
地
図

　

巻
頭
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
使
え
る
思
考
ツ
ー
ル

や
情
報
の
可
視
化
の
方
法
を
示
し
ま
し
た
。

情
報
社
会
を
生
き
る

　

社
会
生
活
の
中
で
、
情
報
を
適
切
に
読
み
解
く
方
法

を
実
践
的
に
学
び
ま
す
。

　

よ
く
あ
る
日
常
の
「
困
っ
た
場
面
」
を
出
発
点
に
、

見
開
き
で
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
ま
し
た
。

理
解
す
る

見
通
し
を
も
つ

活
用・定
着
す
る

情
報
整
理
の
レ
ッ
ス
ン・思
考
の
レ
ッ
ス
ン

3
年

2
年

1
年

「
情
報
の
信
頼
性
」

「
思
考
の
視
覚
化
」

「
比
較
・
分
類
」

情
報
整
理
の
レ
ッ
ス
ン

（
学
習
指
導
要
領
〔
知
識
及
び
技
能
〕 

⑵
イ
情
報
の
整
理
）

「
原
因
と
結
果
」

原
因
と
結
果

思
考
の
レ
ッ
ス
ン

（
学
習
指
導
要
領〔
知
識
及
び
技
能
〕⑵
ア
情
報
と
情
報
と
の
関
係
）

「
根
拠
の
吟
味
」

「
意
見
と
根
拠
」

意
見
と
根
拠

「
具
体
化
・
抽
象
化
」

「
具
体
と
抽
象
」

具
体
と
抽
象

図
書
紹
介
が
さ
ら
に
充
実

 「
私
の
一
冊
」 

　

サ
ッ
カ
ー
選
手
や
俳
優
な
ど
、
各
界
で
活
躍
す
る
人
た

ち
の
お
す
す
め
の
一
冊
を
掲
載
。

3年P193「本の世界を広げよう」

本に手を
伸ばすように

生徒の
読書意欲を
喚起する

読
書

10 | 9思考の地図

課題・題材

相違点

共通点

BA

思
考
の
地
図 

─
思
考
の
旅
に
出
か
け
よ
う

　場
面
や
目
的
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
思
考
法
（
考
え
方
）
を
使
い
、

課
題
を
解
決
し
た
り
自
分
の
考
え
を
深
め
た
り
し
て
い
こ
う
。

第１段落

第2段落

第5段落

第3
段落

第4
段落

観点❶　　観点❷　　観点❸　　

A

B

C

比
較
す
る
も
の

課 題

仮 説

検 証

程度が強い

  この情報とこの情報は  
どうつながるのだろう。

 新しいものの見方に気がついた。

 どんな方法で情報を整理しよう。
  図式化すると，自分の考えが整理されるな。  
みんなでいっしょに考えることもできる。

C

A

B

　さ
あ
、
思
考
の
地
図
を

持
っ
て
出
発
し
よ
う
。

◆ 観点
 目的に合った「観点」を決め，
表に整理する。 32ページ

◆ 軸
じく

基準となる軸を設けて，
物事の程度などを示す。

81ページ

◆ 分類
共通点や類

るい

似
じ

点に注目して
グループに分ける。

33ページ

◆ 共通点・相
そう

違
い

点
複数の物事の特

とく

徴
ちょう

を，共通点と相違点
に分類する。

33ページ

◆ マッピング
思いついた考えや物事をつないで広げていく。

35ページ　80ページ

◆ ブレーンストーミング
アイデアを広げるための話し合い。

146ページ（グループ・ディスカッション）

◆ 順序・流れ・関係
物事の順序や流れ，変化などを矢印や囲みなどを用いて表す。 28ページ 33ページ 

 どのように情報を集めようか。
 テーマはこれでよいだろうか。
 他の見方はないかな。

原 因 原 因

結 果

◆ 原因と結果
話や文章の中にふくまれる原因と結果の関係をつ
かむ。

136ページ

意見と根拠をつなぐ考え

根 拠

意 見

◆ 意見と根
こん

拠
きょ

話や文章の中にふくまれる意見と根拠の関係を明
らかにする。

52ページ

◆ 仮説・検証
課題に対してあらかじめ仮説を立て，それを調査
で明らかにしていく。 135ページ　138ページ

思考を広げる思考を整理する思考を深める

A だけの
特徴

B だけの
特徴

発ほ
っ

端た
ん（
出
会
い
）

場
面
①

場
面
②

場
面
③

山
場

（
事
件
）

結
末

広げる 思い出す・ふり返る比
ひ

較
かく

する・分類する

順序立てる・関係づける仮説を立てて検証する

分
ぶん

析
せき

する・吟
ぎん

味
み

する

程度が弱い

193 読書に親しむ ● 読書案内

恋
愛

恋
を
し
た
い
君
へ

旅本
を
手
に
旅
に
出
よ
う

生
き
方

未
来
に
羽
ば
た
こ
う

き
み
が
見
つ
け
る
物
語
　
恋
愛
編

�

有あ
り

川か
わ 

浩ひ
ろ 

他

旅
の
絵
本

�

安あ
ん

野の

光み
つ

雅ま
さ

十
五
歳
の
残
像

�

江え

國く
に

香か

織お
り

Ｔ
Ｕ
Ｇ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
　
つ
ぐ
み

�

吉よ
し

本も
と

ば
な
な

旅
に
出
よ
う

�

近こ
ん

藤ど
う

雄ゆ
う

生き

新 

13
歳
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

�

村む
ら

上か
み 

龍り
ゅ
う

夜
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク

�

恩お
ん

田だ 

陸り
く

嵐
の
大
地
　
パ
タ
ゴ
ニ
ア

�

関せ
き

野の

吉よ
し

晴は
る

心
を
整
え
る
。

�

長は

谷せ

部べ 

誠ま
こ
と

　
香ホ
ン

港コ
ン

か
ら
ロ
ン
ド
ン
ま
で
の
旅
に

出
た
筆
者
。
失
敗
や
出
会
い
を
通
し

て
、
新
し
い
発
見
を
し
て
い
く
。

深
夜
特
急 

全
六
巻

�

沢さ
わ

木き

耕こ
う

太た

郎ろ
う

私
の
一
冊

私
の
お
す
す
め
自
分
で
も

書
い
て
み
よ
う

祭
。三
年
生
の
甲こ
う

田だ

貴た
か

子こ

に
は
、高
校
最
後

の
歩
行
祭
で
か
な
え
た
い
願
い
が
あ
っ
た
。

　
二
十
四
時
間
で
八
十

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
踏
破

す
る
北
高
伝
統
の
歩
行

ル
の
道
の
り
を
、
自
分
の
力
だ
け
で
移
動

す
る
「
グ
レ
ー
ト
ジ
ャ
ー
ニ
ー
」
の
記
録
。

　
南
米
大
陸
南
端
か
ら

ア
フ
リ
カ
大
陸
中
央
部

ま
で
五
万
キ
ロ
メ
ー
ト

た
、
長
谷
部
が
語
る
、
心
の
整
え
方
。

　
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表

の
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て

チ
ー
ム
を
勝
利
に
導
い

が
燃
え
て
い
た
。
海
辺
の
町
を
舞
台
に
、

彼
女
と
彼
女
を
取
り
巻
く
人
々
を
描
く
。

　
生
ま
れ
つ
き
病
弱
な

少
女
つ
ぐ
み
。
し
か
し
、

体
の
奥
で
は
、
強
い
魂

思
い
を
胸
に
、旅
に
出
た
筆
者
。旅
で
の
出

会
い
を
通
し
て
、
多
様
な
生
き
方
を
知
る
。

　
も
っ
と
自
由
に
生
き

方
を
考
え
て
も
い
い
の

で
は
な
い
か
。
そ
ん
な

か
せ
な
い
と
筆
者
は
い
う
。
好
き
な
教
科

別
に
紹
介
す
る
職
業
図
鑑
。

　「
自
分
に
向
い
て
い

る
職
業
」
に
出
会
う
た

め
に
は
、
好
奇
心
が
欠

ま
な
恋
の
情
景
が
描
か
れ
る
。

　
五
人
の
作
家
が
十
代

の
読
者
の
た
め
に
贈
る

五
つ
の
物
語
。
さ
ま
ざ

読
む
た
び
に
新
し
い
発
見
が
待
っ
て
い
る
。

　
旅
の
風
景
を
描
い
た

絵
本
。旅
人
と
い
っ
し
ょ

に
世
界
を
旅
し
よ
う
。

れ
の
「
十
五
歳
」
が
そ
こ
に
あ
る
。

　
作
家
、
江
國
香
織
の

対
談
集
。
歌
手
・
詩
人

な
ど
二
十
二
人
そ
れ
ぞ

　ドイツでプレーするの
はひとり旅に似ている。
共感する部分が多かった。

「心を整える。」より

長谷部 誠　
1984 年
静岡県出身。
プロサッカー
選手。

85 読書生活を豊かに ● 翻訳作品を読み比べよう

510

510

1520

15

星
の
王
子
さ
ま

サ
ン
＝
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ

　内
藤 

濯 

訳

星
の
王
子
さ
ま

サ
ン
＝
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ

　池
澤
夏
樹 

訳

内
藤 

濯 

訳

池い
け

澤ざ
わ 

夏な
つ

樹き 

訳

「
そ
れ
、
な
あ
に
？

　そ
の
し、

な、

も、

の、

？
」

「
し、

な、

も、

の、

じ
ゃ
な
い
よ
。
こ
れ
、
飛
ぶ
ん
だ
。
飛
行
機
な
ん
だ
。
僕

の
飛
行
機
な
ん
だ
。」

　僕
は
、
鼻
を
高
く
し
な
が
ら
、
鳥
の
よ
う
に
飛
べ
る
人
間
だ
と
い
っ
て

や
り
ま
し
た
。
す
る
と
、
王
子
さ
ま
は
、
大
声
を
上
げ
て
言
い
ま
し
た
。

「
な
ん
だ
っ
て
！

　君
、
天
か
ら
落
ち
て
き
た
ん
だ
ね
？
」

「
そ
う
だ
よ
。」
と
、
僕
は
、
し
お
ら
し
い
顔
を
し
て
言
い
ま
し
た
。

「
へ
え
え
！

　変
だ
な
あ
、
そ
り
ゃ
…
…
。」

　王
子
さ
ま
は
、
そ
う
言
っ
て
、
た
い
そ
う
か
わ
い
ら
し
い
声
で
笑
い

ま
し
た
。
笑
わ
れ
た
僕
は
、
と
て
も
腹
が
立
ち
ま
し
た
。
天
か
ら
落
ち

る
な
ん
て
、
あ
り
が
た
く
な
い
こ
と
な

ん
で
す
か
ら
、
真
剣
に
考
え
て
も
ら
い

た
か
っ
た
の
で
す
。
や
が
て
、
王
子
さ

ま
は
ま
た
こ
う
言
い
ま
し
た
。

「
じ
ゃ
あ
、
君
も
、
天
か
ら
や
っ
て
来
た

ん
だ
ね
！

　ど
の
星
か
ら
来
た
の
？
」

　そ
の
と
た
ん
、
王
子
さ
ま
の
夢
の
よ

う
な
姿
が
、
ぽ
う
っ
と
光
っ
た
よ
う
な

気
が
し
ま
し
た
。

「
こ
の
モ
ノ
、
い
っ
た
い
何
？
」

「
モ
ノ
じ
ゃ
な
い
よ
。
こ
れ
は
飛
ぶ
ん
だ
。
飛
行
機
だ
よ
。
僕
の
飛

行
機
。」

　僕
は
得
意
に
な
っ
て
自
分
が
飛
べ
る
こ
と
を
彼
に
教
え
た
。

　す
る
と
彼
は
さ
け
ん
だ

―
。

「
そ
う
か
！

　じ
ゃ
君
は
空
か
ら
落
ち
て
き
た
の
？
」

「
そ
う
だ
よ
。」
と
僕
は
つ
つ
ま
し
く
答
え
た
。

「
あ
あ
、
そ
れ
は
お
か
し
い
ね
。」

　そ
う
言
っ
て
王
子
さ
ま
が
け
ら
け
ら
と
笑
っ
た
の
で
、
僕
は
相
当

む
っ
と
し
た
。
僕
と
し
て
は
自
分
の
不
運
を
も
う
少
し
真
剣
に
受
け

止
め
て
ほ
し
か
っ
た
の
だ
。

　次
に
彼
は
こ
う
言
っ
た

―
。

「
君
も
空
か
ら
来
た
ん
だ
！

　君
の

星
は
ど
れ
？
」

　そ
の
と
き
、
僕
は
彼
が
こ
こ
に
い

る
と
い
う
な
ぞ
に
一
筋
の
光
が
差
し

た
よ
う
に
思
っ
た
。

続
き
は
こ
ち
ら

続
き
は
こ
ち
ら

決勝トーナメント進出。

いろんな意味で難しい試合
でしたが，自分たちの１つ
の目標がクリアできたこと，
引き続き夢の舞台で戦える
ことに幸せを感じます。
日本史上初のベスト8を目
ざして，次のベルギー戦に
集中します！

Yuto Nagatomo | 長友佑都
@YutoNagatomo5N

サッカーFIFAワールドカップ１次リーグ
日本, 2位で決勝トーナメント進出へ
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1年P136「思考のレッスン2 原因と結果」
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問
題
１
▼
次
の
文
章
に
は
、
幾
つ

の
事
実
が
示
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
は
、
ど
の
よ
う
な
言
葉
で
、
ど

の
よ
う
な
関
係
で
つ
な
が
っ
て
い
る

だ
ろ
う
。

問
題
２
▼
次
の
文
章
は
、
話
の
筋

道
に
無
理
が
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
反

論
が
考
え
ら
れ
る
か
、
話
し
合
っ
て

み
よ
う
。

①  

毎
日
遠
く
の
山
を
見
る
よ
う
に
し

た
ら
、
急
に
絵
が
上
達
し
た
。

②  

こ
の
川
の
水
質
が
よ
い
原
因
と
し

て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
イ
ワ
ナ
が

多
く
生
息
し
て
い
る
こ
と
だ
。

③  

私
の
ク
ラ
ス
で
は
、
図
書
館
を
利

用
す
る
回
数
が
多
い
人
ほ
ど
、

ひ
と
月
に
買
う
本
の
冊
数
が
多

い
。
図
書
館
を
利
用
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
本
を
買
う
機
会
が
増

え
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

■ 

つ
な
が
り
を
確
か
め
る

　原
因
と
結
果
を
表
す
言
葉
を
使
っ
て
い
て
も
、
そ

の
つ
な
が
り
に
無
理
が
あ
る
場
合
も
あ
る
。
次
の
こ

と
を
確
か
め
よ
う
。

　話
の
筋
道
を
理
解
し
た
り
、
筋
道
を
立
て
て
書

い
た
り
、
話
し
た
り
す
る
と
き
に
は
、
次
の
こ
と

に
気
を
つ
け
よ
う
。

 

話
の
中
に
、
幾
つ
の
事
実
が
あ
る
か
。

  

そ
れ
ぞ
れ
の
事
実
が
ど
の
よ
う
な
言
葉
で
つ

な
が
っ
て
い
る
か
。

  

原
因
と
結
果
の
つ
な
が
り
に
無
理
は
な
い
か
。

チェックポイント

公園の前が混雑した。

原 因

結 果

　公園の草花が踏
まれて傷ついた。

結 果

　子供たちが迷
子になった。

結 果

原 因

　公園の前に自
転車を止める人
が多かった。

原 因

　何
か
を
引
き
起
こ
す
元
に
な
る
も
の
を
「
原
因
」、

そ
れ
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
状
態
を
「
結
果
」

と
い
う
。
話
の
筋
道
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
原
因

と
結
果
の
関
係
を
捉
え
る
こ
と
が
大
切
だ
。

　小お

笠が
さ

原わ
ら

諸
島
は
、
一
度
も
大

陸
と
陸
続
き
に
な
っ
た
こ
と
が

な
い
火
山
島
で
あ
る
。
隔
離
さ

れ
た
環
境
に
よ
っ
て
、
島
の
生

き
物
た
ち
は
独
自
に
進
化
し
た
。

そ
の
た
め
、
小
笠
原
諸
島
に
は
、

姿
、
形
、
性
質
が
本
州
と
は
異

な
る
生
き
物
が
数
多
く
い
る
。

原
因
と
結
果
を
表
す
言
葉

・
…
…
に
よ
っ
て
、 

・
…
…
か
ら
、

・
…
…
と
な
っ
た
の
は
、
…
…
の
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

・
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
…
…
だ
。

・
こ
の
結
果
か
ら
考
え
ら
れ
る
原
因
は
、
…
…
だ
。

　Ａ
町
の
秋
祭
り
で
は
、
Ｂ
公
園
の
前
が
た
い
へ

ん
混
雑
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
子
供
た
ち
が
迷

子
に
な
る
な
ど
の
混
乱
も
起
き
た
。
ま
た
、
残
念

な
こ
と
に
、
公
園
の
草
花
が
踏
ま
れ
て
傷
つ
い
て

し
ま
っ
た
と
い
う
報
告
も
あ
る
。
町
民
向
け
の
割

引
券
を
公
園
の
入
り
口
で
配
布
し
た
こ
と
と
、
公

園
の
前
に
自
転
車
を
止
め
る
人
が
多
か
っ
た
こ
と

が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。

　原
因
と
結
果
が
ど
う
つ
な
が
っ
て

い
る
か
、
整
理
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

［
全
く
の
偶
然
で
は
な
い
か
］

　田
口
さ
ん
は
、
新
し
い
鉛え

ん

筆ぴ
つ

を

使
っ
た
か
ら
、
成
績
が
上
が
っ
た
ん

だ
っ
て
。

［
原
因
と
結
果
が
逆
で
は
な
い
か
］

　先
生
が
注
意
す
る
回
数
が
多
い
ク

ラ
ス
ほ
ど
、
忘
れ
物
が
多
い
。
先
生

が
注
意
す
る
こ
と
が
、
忘
れ
物
が
増

え
る
原
因
だ
。

［
隠
さ
れ
た
別
の
原
因
は
な
い
か
］

　冷
た
い
ジ
ュ
ー
ス
が
た
く
さ
ん
売

れ
る
と
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
も
よ
く

売
れ
る
ん
だ
よ
。

情報

時 

間 

の 

経 

過

新
出
漢
字

136

踏
ト
ウ

ふ
む

ふ
ま
え
る

136

隔
カ
ク

へ
だ
て
る

へ
だ
た
る

136

環
カ
ン

137

偶
グ
ウ

137

隠
イ
ン

か
く
す

か
く
れ
る

　町民向けの割
引券を公園の入
り口で配布した。
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問
題
１
▼
次
の
文
章
に
は
、
幾
つ

の
事
実
が
示
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
は
、
ど
の
よ
う
な
言
葉
で
、
ど

の
よ
う
な
関
係
で
つ
な
が
っ
て
い
る

だ
ろ
う
。

問
題
２
▼
次
の
文
章
は
、
話
の
筋

道
に
無
理
が
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
反

論
が
考
え
ら
れ
る
か
、
話
し
合
っ
て

み
よ
う
。

①  

毎
日
遠
く
の
山
を
見
る
よ
う
に
し

た
ら
、
急
に
絵
が
上
達
し
た
。

②  

こ
の
川
の
水
質
が
よ
い
原
因
と
し

て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
イ
ワ
ナ
が

多
く
生
息
し
て
い
る
こ
と
だ
。

③  

私
の
ク
ラ
ス
で
は
、
図
書
館
を
利

用
す
る
回
数
が
多
い
人
ほ
ど
、

ひ
と
月
に
買
う
本
の
冊
数
が
多

い
。
図
書
館
を
利
用
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
本
を
買
う
機
会
が
増

え
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

■ 

つ
な
が
り
を
確
か
め
る

　原
因
と
結
果
を
表
す
言
葉
を
使
っ
て
い
て
も
、
そ

の
つ
な
が
り
に
無
理
が
あ
る
場
合
も
あ
る
。
次
の
こ

と
を
確
か
め
よ
う
。

　話
の
筋
道
を
理
解
し
た
り
、
筋
道
を
立
て
て
書

い
た
り
、
話
し
た
り
す
る
と
き
に
は
、
次
の
こ
と

に
気
を
つ
け
よ
う
。

 

話
の
中
に
、
幾
つ
の
事
実
が
あ
る
か
。

  

そ
れ
ぞ
れ
の
事
実
が
ど
の
よ
う
な
言
葉
で
つ

な
が
っ
て
い
る
か
。

  

原
因
と
結
果
の
つ
な
が
り
に
無
理
は
な
い
か
。

チェックポイント

公園の前が混雑した。

原 因

結 果

　公園の草花が踏
まれて傷ついた。

結 果

　子供たちが迷
子になった。

結 果

原 因

　公園の前に自
転車を止める人
が多かった。

原 因

　何
か
を
引
き
起
こ
す
元
に
な
る
も
の
を
「
原
因
」、

そ
れ
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
状
態
を
「
結
果
」

と
い
う
。
話
の
筋
道
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
原
因

と
結
果
の
関
係
を
捉
え
る
こ
と
が
大
切
だ
。

　小お

笠が
さ

原わ
ら

諸
島
は
、
一
度
も
大

陸
と
陸
続
き
に
な
っ
た
こ
と
が

な
い
火
山
島
で
あ
る
。
隔
離
さ

れ
た
環
境
に
よ
っ
て
、
島
の
生

き
物
た
ち
は
独
自
に
進
化
し
た
。

そ
の
た
め
、
小
笠
原
諸
島
に
は
、

姿
、
形
、
性
質
が
本
州
と
は
異

な
る
生
き
物
が
数
多
く
い
る
。

原
因
と
結
果
を
表
す
言
葉

・
…
…
に
よ
っ
て
、 

・
…
…
か
ら
、

・
…
…
と
な
っ
た
の
は
、
…
…
の
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

・
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
…
…
だ
。

・
こ
の
結
果
か
ら
考
え
ら
れ
る
原
因
は
、
…
…
だ
。

　Ａ
町
の
秋
祭
り
で
は
、
Ｂ
公
園
の
前
が
た
い
へ

ん
混
雑
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
子
供
た
ち
が
迷

子
に
な
る
な
ど
の
混
乱
も
起
き
た
。
ま
た
、
残
念

な
こ
と
に
、
公
園
の
草
花
が
踏
ま
れ
て
傷
つ
い
て

し
ま
っ
た
と
い
う
報
告
も
あ
る
。
町
民
向
け
の
割

引
券
を
公
園
の
入
り
口
で
配
布
し
た
こ
と
と
、
公

園
の
前
に
自
転
車
を
止
め
る
人
が
多
か
っ
た
こ
と

が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。

　原
因
と
結
果
が
ど
う
つ
な
が
っ
て

い
る
か
、
整
理
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

［
全
く
の
偶
然
で
は
な
い
か
］

　田
口
さ
ん
は
、
新
し
い
鉛え

ん

筆ぴ
つ

を

使
っ
た
か
ら
、
成
績
が
上
が
っ
た
ん

だ
っ
て
。

［
原
因
と
結
果
が
逆
で
は
な
い
か
］

　先
生
が
注
意
す
る
回
数
が
多
い
ク

ラ
ス
ほ
ど
、
忘
れ
物
が
多
い
。
先
生

が
注
意
す
る
こ
と
が
、
忘
れ
物
が
増

え
る
原
因
だ
。

［
隠
さ
れ
た
別
の
原
因
は
な
い
か
］

　冷
た
い
ジ
ュ
ー
ス
が
た
く
さ
ん
売

れ
る
と
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
も
よ
く

売
れ
る
ん
だ
よ
。

情報

時 

間 

の 

経 

過

新
出
漢
字

136

踏
ト
ウ

ふ
む

ふ
ま
え
る

136

隔
カ
ク

へ
だ
て
る

へ
だ
た
る

136

環
カ
ン

137

偶
グ
ウ

137

隠
イ
ン

か
く
す

か
く
れ
る

　町民向けの割
引券を公園の入
り口で配布した。

他教科や
日常生活でも

使える

実
践
で
学
ぶ
新
し
い「
情
報
」教
材

真
実
を
見
極
め
る
力
を

読
書
教
材
の
楽
し
い
仕
掛
け

思
わ
ず「
本
」に
手
を
伸
ば
し
た
く
な
る

論
理
的
思
考
力
を
育
む「
情
報
」教
材

光
村
の
国
語 

完
全
活
用
ガ
イ
ド

詳しくは

本
の
紹
介
合
戦

読
書
ポ
ス
タ
ー

読
書
記
録

（内，表紙付241）

281冊
現

（内，表紙付277）

412冊

新

紹介図書数
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　日
本
語
に
は
、
季
節
の
表
情
や
移
ろ
い
を
こ
ま
や
か
に
言
い
表
す
言
葉
が
数
多
く
あ
る
。

四
季
折
々
の
季
節
を
表
す
言
葉
を
知
り
、
言
葉
の
豊
か
さ
や
美
し
さ
を
味
わ
お
う
。

春夏

麗
ら
か
【
う
ら
ら
か
】

多
く
は
春
の
日
に
使
う
。

太
陽
が
の
ど
か
に
照
っ
て
、
明
る
く
穏お
だ

や
か
な
さ
ま
。
俳
句
で
は
春
の
季
語
。

麦
秋
【
ば
く
し
ゅ
う
】

初
夏
に
使
わ
れ
る
言
葉
。
五
月
頃
、
麦
の
実
り
熟
す
る
時
期
の
こ
と
。

「
む
ぎ
あ
き
」「
麦
の
秋
」
な
ど
と
も
い
う
。
俳
句
で
は
夏
の
季
語
。

木
下
闇
【
こ
し
た
や
み
】

夏
、
木
々
の
枝
葉
が
茂
っ
て
、
木
陰
が
暗
い
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
暗
が
り
。

俳
句
で
は
夏
の
季
語
。

花
野
【
は
な
の
】

花
の
咲
い
て
い
る
野
原
の
こ
と
。
特
に
、
す
す
き
や
は
ぎ
な
ど
、
秋
の
草
花
の
咲
く

野
原
の
こ
と
を
い
う
。
俳
句
で
は
秋
の
季
語
。

立
春 【
り
っ
し
ゅ
ん
】

雨
水 【
う
す
い
】

啓
蟄 

【
け
い
ち
つ
】

春
分 【
し
ゅ
ん
ぶ
ん
】

清
明 【
せ
い
め
い
】

穀
雨 【
こ
く
う
】

立
夏 【
り
っ
か
】

小
満 【
し
ょ
う
ま
ん
】

芒
種 

【
ぼ
う
し
ゅ
】

夏
至 【
げ
し
】

小
暑 【
し
ょ
う
し
ょ
】

大
暑 【
た
い
し
ょ
】

春 冬 秋

小
春
日
和
【
こ
は
る
び
よ
り
】

冬
の
初
め
の
頃
の
、
暖
か
く
、
春
の
よ
う
に
穏
や
か
な
天
候
の
こ
と
。

そ
の
よ
う
な
日
や
日
差
し
を
小
春
日
と
い
う
。
俳
句
で
は
冬
の
季
語
。

時
雨
【
し
ぐ
れ
】

主
と
し
て
晩
秋
か
ら
初
冬
に
か
け
て
の
、
降
っ
た
り
や
ん
だ
り
す
る
小こ

雨さ
め

の
こ
と
。

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
空
模
様
。
俳
句
で
は
冬
の
季
語
。

春
隣
【
は
る
と
な
り
】

春
が
も
う
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
こ
と
。
植
物
、
光
、
大
気
な
ど
自
然
の
全
て
か
ら

春
の
訪
れ
が
感
じ
ら
れ
る
様
子
。
俳
句
で
は
冬
の
季
語
。

秋
澄
む
【
あ
き
す
む
】

秋
に
な
り
、
大
気
が
澄
み
切
る
こ
と
。
大
気
が
澄
ん
で
い
る
と
、

遠
く
ま
で
見
通
せ
る
よ
う
に
な
り
、
物
音
も
よ
く
響
く
。
俳
句
で
は
秋
の
季
語
。

立
秋 【
り
っ
し
ゅ
う
】

処
暑 

【
し
ょ
し
ょ
】

白
露 【
は
く
ろ
】

秋
分 

【
し
ゅ
う
ぶ
ん
】

寒
露 【
か
ん
ろ
】

霜
降 【
そ
う
こ
う
】

立
冬 【
り
っ
と
う
】

小
雪 【
し
ょ
う
せ
つ
】

大
雪 【
た
い
せ
つ
】

冬
至 【
と
う
じ
】

小
寒 【
し
ょ
う
か
ん
】

大
寒 【
だ
い
か
ん
】

8
未
来
へ
向
か
っ
て

こ
れ
ま
で
を
振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
を
見
つ
め
る

季節の言葉 ⑧　春
はる

隣
となり

 ｜ 植物，光，大気など自然の全てから春の訪れが感じられる様子。

漢
字
に
親
し
も
う
6

温
か
い
ス
ー
プ 

随
筆 �

今
道
友
信

わ
た
し
を
束
ね
な
い
で 

詩 �

新
川
和
江

三
年
間
の
歩
み
を
振
り
返
ろ
う

冊
子
に
ま
と
め
て
、
発
表
会
を
す
る

古
典
の
世
界
へ
の
い
ざ
な
い

季
節
の
し
お
り

中
扉
・
後
見
返
し

豊
富
な
図
版
資
料

　

古
典
の
導
入
教
材
と
し
て
、「
古
典
の
世
界
」を
新
設
。

中
学
校
三
年
間
で
学
習
す
る
古
典
を
、
華
や
か
な
イ
ラ

ス
ト
と
と
も
に
見
渡
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
始
ま
る
古
典
学
習
へ
の
期
待
を
高
め
ま
す
。

　

四
季
の
言
葉
や
詩
歌
を
挿
絵
と
と
も
に
紹
介
。
生
徒

の
感
性
を
揺
さ
ぶ
る
よ
う
な
名
文
や
情
緒
あ
ふ
れ
る
言

葉
を
厳
選
し
ま
し
た
。

　

日
本
語
の
豊
か
さ
や
美
し
さ
に
ふ
れ
る
場
と
し

て
、
中
扉
に
「
時
を
表
す
言
葉
」（
一
年
）、「
色
の

名
前
」（
二
年
）、「
季
節
の
言
葉
」（
三
年
）
を
紹
介

し
、
後
見
返
し
で
一
覧
に
し
ま
し
た
。

古
典
教
材
が
さ
ら
に
充
実

　

各
学
年
、
古
典
の
世
界
を
感
じ
取
る
た
め
の
図
版
資

料
を
豊
富
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

1年P156 「古典の世界」

1年 「蓬萊の玉の枝」図版資料
映画「かぐや姫の物語」（高畑勲）

天
て

辺
へん

（八
はち

幡
まん

座
ざ

）
真
まっ

向
こう

吹き返し

かぶとの緒
お

高
たか

ひも

射
い

向
むけ

の
袖
そで

（左）
馬
め

手
て

の
袖（右）

草
くさ

ずり

3年「和歌の世界」図版資料「百人一首かるた」2年 「源氏と平家」図版資料　大鎧

1年P94 「季節のしおり 夏」
2年P27 「季節のしおり 春」

3 年 中扉3年 後見返し「言葉を味わう 季節の言葉」 

季節の言葉

3年

麗
ら
か

秋
澄
む

小
春
日
和

木
下
闇

麦
秋

時
雨

花
野

春
隣

2年

空
色

桜
色

照
柿

群
青

苗
色

赤
朽
葉

青
竹
色

紅
梅
色

色の名前

昼
下
が
り

黎
明

夜
半

白
昼

朝

黄
昏

日
盛
り

東
雲

1年

時を表す言葉

伝
統
的
な

言
語
文
化

156

　古
典
は
、
長
い
年
月
を
超
え
て
、
今
日
ま
で
読
み
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
時

代
の
中
で
懸
命
に
生
き
る
人
間
の
姿
と
と
も
に
、
人
々
の
も
の
の
見
方
や
感
じ
方
、
豊
か
な

想
像
力
な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
代
と
言
葉
遣
い
や
仮
名
遣
い
は
違
っ
て
い
て
も
、

人
の
心
の
真
実
は
、
い
つ
の
時
代
も
変
わ
る
こ
と
な
く
私
た
ち
の
胸
を
打
つ
も
の
で
す
。

　和
歌
や
物
語
、
随ず
い

筆ひ
つ

な
ど
、
三
年
間
で
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
古
典
作
品
に
ふ
れ
、「
今
」

「
こ
こ
」
に
は
な
い
も
の
に
、
想
像
の
つ
ば
さ
を
広
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

中
国
古
代
の
思
想
家
・
孔こ
う

子し

と

そ
の
弟で

子し

た
ち
と
の
問
答
集
。

中
国
の
古
典
に
由
来
す
る
言
葉
。

現
代
の
私
た
ち
の
生
活
に
も

息
づ
い
て
い
る
。

中
国
、
唐と
う

代だ
い

の
詩
に
ふ
れ
、

情
景
や
心
情
に
思
い
を
は
せ
る
。

●❹
万
葉
集
・
●❻
古
今
和
歌
集
・

●❾
新
古
今
和
歌
集
　三
年

●❶
論
語
　三
年

⃝

❷
故
事
成
語
　一
年

⃝

❸
漢
詩
　二
年

季
節
の
移
り
変
わ
り
に
心
を
動
か
し
、

い
と
し
い
人
を
大
切
に
思
う
。

今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
心
の
感
動
を
、

美
し
く
表
現
し
た
日
本
の
三
大
歌
集
。

紀元前7008009001000

古
事
記

日
本
書
紀

　
　

 

漢
詩
❸

（「
春し
ゅ
ん

暁ぎ
ょ
う

」な
ど
）

中
国

竹た
け

取と
り

物
語
❺

古こ

今き
ん

和
歌
集
❻

伊い

勢せ

物
語

土と

佐さ

日
記

枕ま
く
ら 

草そ
う

子し

❼

源
氏
物
語
❽

更さ
ら

級し
な

日
記

の

　こ
の
時
代
の
人
は
、

ど
ん
な
こ
と
を
考
え

て
い
た
の
だ
ろ
う
。

古
典
の
世
界

　和
歌
の
世
界

　漢
文
・
漢
詩
の
世
界

　
　

 

論
語
❶

　
　

 

故
事
成
語
❷

（「
矛む

盾じ
ゅ
ん

」な
ど
）

中
国

中
国

奈良平安

294
ページ

百
人
一
首
を
味
わ
う

万
葉
集
❹

157 いにしえの心にふれる ● 古典の世界

⃝

❺
竹
取
物
語
　一
年

●⓬
お
く
の
ほ
そ
道
　三
年

⃝

❽
源
氏
物
語

●❼
枕
草
子
　二
年

●⓫
徒
然
草
　二
年

竹
か
ら
生
ま
れ
た
か
ぐ
や
姫ひ
め

。

五
人
の
貴
公
子
か
ら
求き
ゅ
う

婚こ
ん

さ
れ
て
…
…
。

日
本
最
古
の
物
語
。

紫む
ら
さ
き

式し
き

部ぶ

に
よ
る
長
編
物
語
。

主
人
公
・
光ひ
か
る

源
氏
の
恋れ
ん

愛あ
い

と
苦
悩
を
描
く
。

清せ
い

少し
ょ
う

納な

言ご
ん

の
す
る
ど
い

感
性
が
光
る
随
筆
。

兼け
ん

好こ
う

法
師
に
よ
る
、

ユ
ー
モ
ア
あ
り

皮
肉
あ
り
の
随
筆
。

俳
句
を
詠よ

み
な
が
ら
歩
く
、

松ま
つ

尾お

芭ば

蕉し
ょ
う

の
紀
行
文
。

行
程
約
二
千
四
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
大
旅
行
。

120014001600170019002000

新
古
今
和
歌
集
❾

方
丈
記

小お

倉ぐ
ら

百
人
一
首

平
家
物
語
❿

徒つ
れ

然づ
れ

草ぐ
さ

⓫

日に
っ

本ぽ
ん

永え
い

代た
い

蔵ぐ
ら

お
く
の
ほ
そ
道
⓬

　な
ぜ
古
典
を

学
ぶ
の
だ
ろ
う
。

今
の
自
分
と
、

つ
な
が
り
は
あ

る
の
か
な
。

　平
安
時
代
の
物
語

⃝

❿
平
家
物
語
　二
年

平
家
一
族
が
栄
え
、
ほ
ろ
ん
で
ゆ
く
さ
ま
を

描
い
た
軍
記
物
語
。

琵び

琶わ

法
師
の
語
る
壮そ
う

大だ
い

な
人
間
ド
ラ
マ
。

　戦
乱
の
時
代
の
物
語

　江
戸
時
代
の
紀
行
文

　随
筆
の
世
界

鎌
かま

倉
くら

室
むろ

町
まち

江戸明治大正昭和平成 南北朝安
あ

土
づち

桃山

94

山
に
の
ぼ
る
と

海
は
天
ま
で
あ
が
っ
て
く
る
。

な
だ
れ�

お
ち
る
よ
う
な

　
　
　
若
葉
み
ど
り
の
な
か
。

下
の
方
で
　
し
ず
か
に

か
っ
こ
う
が
な
い
て
い
る
。

風
に
吹�

か
れ
て�

�

高
い
と
こ
ろ
に
た
つ
と

だ
れ
で
も
し
ぜ
ん
に

世
界
の
ひ
ろ
さ
を
か
ん
が
え
る
。

�

小お

野の

十と
お

三ざ
ぶ

郎ろ
う

「
山
頂
か
ら
」
よ
り

六
月
を
奇き

麗れ
い

な
風
の
吹ふ

く
こ
と
よ

�

正ま
さ

岡お
か

子し

規き

　あ
な
た
が
夏
を
感
じ
る
の
は
、
ど
ん
な
と
き
だ
ろ
う
か
。
入
道
雲
を
見
た
と
き
、
せ

み
の
声
を
聞
い
た
と
き
、
暑
い
日
に
木こ

陰か
げ

で
涼
ん
で
い
る
と
き
…
…
。

　こ
こ
で
は
風
を
テ
ー
マ
に
、
夏
を
感
じ
て
み
よ
う
。

風
に
ま
つ
わ
る
言
葉

•

風か
ぜ

薫か
お

る

初
夏
、
青
葉
の
中
を
さ
わ
や
か
な
風
が
吹
く
こ
と
。

•

青あ
お

嵐あ
ら
し

五
月
か
ら
七
月
ご
ろ
に
吹
き
渡
る
、
や
や
強
い
風
。「
せ
い
ら
ん
」
と
も
い
う
。

27

せ
り
な
づ

（
ズ
）

な
　
ご（

ゴ
ギ
ョ
ウ
）

ぎ
や
う
は
こ
べ
ら
　
ほ
と
け
の
ざ

す
ず
な
す
ず
し
ろ
　
こ
れ
ぞ
七
草

�

作
者
未
詳

清き
よ

水み
づ

へ
（
ズ
）

祇ぎ

園を
ん

を

（
オ
）

よ
ぎ
る
桜
月
夜
こ
よ
ひ

（
イ
）

逢あ

ふ
（
ウ
）

人
み
な
う
つ
く
し
き

�

与よ

謝さ

野の

晶あ
き

子こ

　あ
な
た
が
春
を
感
じ
る
も
の
は
、
何
だ
ろ
う
か
。
草
木
の
芽
吹
き
、
ひ
な
飾
り
、
夜

桜
を
楽
し
む
人
々
…
…
。

　作
品
に
描
か
れ
た
情
景
の
中
に
、
春
を
感
じ
て
み
よ
う
。

•

春
分
の
日

三
月
二
十
一
日
頃
。
昼
が
長
く
な
り
、
夜
と
ほ
ぼ
同
じ
長
さ
に
な
る
日
。

•

上じ
ょ
う

巳し

の
節
句

三
月
三
日
。
桃
の
節
句
と
も
い
う
。
ひ
な
人
形
を
飾
る
風
習
が
あ
る
。

•

人じ
ん

日じ
つ

の
節
句

一
月
七
日
。
こ
の
日
に
七
草
が
ゆ
を
食
べ
る
こ
と
か
ら
七
草
の
節
句
と
も
い
う
。

春
の
行
事
と
暦こ

よ
み

一
年古

典
へ
の
入
り
口
に
ふ
さ
わ
し
い
作
品
を
追
加
。

新「
古
典
の
世
界
」

新「
百
人
一
首
を
味
わ
う
」（
資
料
編
）

二
年作

品
の
世
界
観
を
掘
り
下
げ
る
章
段
を
追
加
。

・「
枕
草
子
」

新「
う
つ
く
し
き
も
の
」「
月
の
い
と
明
か
き
に
」

・「
平
家
物
語
」

新「
敦
盛
の
最
期
」（
資
料
編
「
古
典
の
世
界
を
広
げ
る
」）

三
年高

校
古
典
へ
の
掛
け
橋
と
し
て
名
作
を
紹
介
。
令
和

の
典
拠
、「
万
葉
集
」
梅
花
の
歌
の
序
文
も
掲
載
。

新「
古
典
名
句
・
名
言
集
」

　

時
に
、
初
春
の
令
月
に
し

て
、
気
淑よ

く
風
和
ら
ぎ
、

梅
は
鏡
前
の
粉
を
披ひ
ら

き
、

蘭
は
珮は
い

後ご

の
香
を
薫
ら
す
。

言葉に
立ち止まる
きっかけに8
未
来
へ
向
か
っ
て

こ
れ
ま
で
を
振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
を
見
つ
め
る

季節の言葉 ⑧　春
はる

隣
となり

 ｜ 植物，光，大気など自然の全てから春の訪れが感じられる様子。

漢
字
に
親
し
も
う
6

温
か
い
ス
ー
プ 

随
筆 �

今
道
友
信

わ
た
し
を
束
ね
な
い
で 

詩 �

新
川
和
江

三
年
間
の
歩
み
を
振
り
返
ろ
う

冊
子
に
ま
と
め
て
、
発
表
会
を
す
る

古
典
や
詩
歌
と
の
新
鮮
な
出
会
い

日
本
語
の
美
し
さ
を
味
わ
う
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79 言葉 1 ● 指示する語句と接続する語句

51015

　接
続
す
る
語
句
の
使
い
方
で
、
書
き
手
や
話
し
手
の
気
持
ち
が
表

れ
る
こ
と
が
あ
る
。

　
　

•

一
生
懸
命
練
習
し
た
。
だ
か
ら
、
準
優
勝
だ
っ
た
。（
満
足
）

　
　

•

一
生
懸
命
練
習
し
た
。
し
か
し
、
準
優
勝
だ
っ
た
。（
不
満
）

例

新
出
漢
字

77

称
シ
ョ
ウ

78

伐
バ
ツ

79

累
ル
イ

79

扉
（
ヒ
）

と
び
ら

79

鍵
ケ
ン

か
ぎ

79

掛
か
け
る

か
か
る

か
か
り

79

択
タ
ク

79

絡
ラ
ク

（
か
ら
む
）

（
か
ら
ま
る
）

（
か
ら
め
る
）

79

項
コ
ウ

新
出
音
訓

79

並
列（
ヘ
イ
レ
ツ
）

並
列
・
累
加

前
に
述
べ
た
こ
と
と

並
べ
た
り
、
そ
れ
に

付
け
加
え
た
り
す
る
。

そ
し
て
・
ま
た
・
な
お
・
お
よ
び
・

そ
れ
か
ら
・
し
か
も
・
そ
の
う
え
　な
ど

▼ 

扉
を
閉
め
た
。
そ
し
て
、
鍵
を
掛
け
た
。

ま
た
は
・
あ
る
い
は
・
そ
れ
と
も
・

も
し
く
は
・
い
っ
ぽ
う
　な
ど

▼ 

電
車
、
ま
た
は
、
バ
ス
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
・
つ
ま
り
・
な
ぜ
な
ら
ば
・

例
え
ば
・
ま
し
て
・
要
す
る
に
　な
ど

▼ 

席
は
自
由
だ
。
た
だ
し
、
最
前
列
は
除
く
。

さ
て
・
と
こ
ろ
で
・
と
き
に
・
で
は

　な
ど

▼ 

連
絡
事
項
は
以
上
で
す
。
さ
て
、
本
題
で
す
。

対
比
・
選
択

前
に
述
べ
た
こ
と
と

比
べ
た
り
、
ど
ち
ら

か
を
選
ん
だ
り
す
る
。

説
明
・
補
足

前
に
述
べ
た
こ
と
を

ま
と
め
た
り
、
補
っ

た
り
す
る
。

転て
ん

換か
ん

前
に
述
べ
た
こ
と
と
、

話
題
を
変
え
る
。

読
む
こ
と
に
生
か
す

接
続
す
る
語
句
に
着
目
し
て
読
む

　説
明
的
な
文
章
を
読
む
と
き
に
は
、
接
続
す
る
語
句
が
、
文

章
の
展
開
や
構
成
を
つ
か
む
手
が
か
り
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。

次
の
よ
う
な
語
が
出
て
き
た
ら
、
前
後
に
注
意
し
て
読
も
う
。

⃝

だ
か
ら
・
し
た
が
っ
て

　
　直
前
で
原
因
や
理
由
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

⃝

し
か
し
・
と
こ
ろ
が

　

 

　そ
れ
ま
で
の
文
章
の
流
れ
と
は
逆
の
内
容
を
述
べ
る
。
論
が

深
ま
っ
た
り
、
展
開
し
た
り
す
る
場
合
が
多
い
。

⃝

つ
ま
り
・
要
す
る
に

　

 

　述
べ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
る
。
言
い
か
え
る
と
き
や
、
要

点
を
示
す
と
き
、
結
論
を
述
べ
る
と
き
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
。

⃝

例
え
ば

　

 

　筆
者
の
考
え
を
裏
づ
け
る
事
柄
な
ど
、
具
体
例
を
挙
げ
る
と

き
に
用
い
る
。

導
入
を
楽
し
く

語
彙
力
を
高
め
る

他
の
学
習
や
日
常
に
生
か
す

漢
字
の
練
習
問
題
も
豊
富
に
収
録

　

学
習
の
導
入
は
、
親
し
み
や
す
い
イ
ラ
ス
ト
を
用
い

て
、「
楽
し
く
」
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　

語
彙
の
量
と
質
を
高
め
る
た
め
の
教
材
を
各
学
年
に

設
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
考
え
た
り
、
表
現
し
た
り
す

る
と
き
に
役
立
つ
語
彙
表
を
用
意
し
ま
し
た
。

　

学
ん
だ
こ
と
を
、
単
に
知
識
と
し
て
覚
え
る
の
で
は

な
く
、
三
領
域
や
他
教
科
の
学
習
、
日
常
生
活
で
活
用

し
て
い
く
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
示
し
て
い
ま
す
。

表
紙
に
つ
い
て

　

今
回
の
表
紙
画
を
制
作
す
る
に
あ
た
り
、
編
集
部
と
相
談

を
重
ね
、
テ
ー
マ
を
「
つ
な
が
る
世
界
」
と
し
ま
し
た
。

　

一
年
か
ら
三
年
ま
で
、
一
年
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
、
海
よ
り

生
ま
れ
、
大
地
を
駆
け
回
り
、
空
へ
と
羽
ば
た
く
、
と
い
う

個
別
の
テ
ー
マ
を
も
た
せ
ま
し
た
。
横
に
並
べ
る
と
三
枚
の

絵
が
一
つ
に
つ
な
が
る
構
成
で
世
界
の
つ
な
が
り
を
表
現
し
、

さ
ら
に
三
枚
の
絵
を
通
し
て
、
小
さ
な
世
界
か
ら
少
し
ず
つ

他
者
と
つ
な
が
り
、
広
い
世
界
と
出
会
い
、
理
想
へ
向
か
っ
て

進
ん
で
い
く
、
人
間
が
成
長
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
ま
し
た
。

　

自
分
、
家
族
、
友
達
、
地
域
、
学
校
、
食
べ
物
、
お
金
、

歴
史
、
政
治
、
日
本
、
自
然
、
地
球
、
一
見
ば
ら
ば
ら
に
思

え
る
物
事
は
、
実
は
大
き
く
緩
や
か
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

他
者
と
の
つ
な
が
り
を
考
え
る
と
き
、
言
葉
が
も
た
ら
す

影
響
は
大
き
く
、
言
葉
に
よ
っ
て
私
た
ち
は
他
者
を
、
そ
し

て
社
会
を
知
っ
て
い
き
ま
す
。
世
界
と
出
会
う
と
き
、
人
は

お
そ
ら
く
想
像
を
超
え
た
広
さ
と
美
し
さ
に
触
れ
、
そ
こ
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
教
え
ら
れ
、
次
に
は
誰
か
に
伝
え
て

い
き
ま
す
。
言
葉
を
も
っ
て
。

　

理
想
へ
向
か
っ
て
進
む
と
き
、
短
い
言
葉
で
的
確
に
伝
え

る
技
を
身
に
つ
け
て
い
た
ら
、
そ
の
こ
と
は
自
分
を
助
け
、

他
者
を
も
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

自
分
と
そ
れ
以
外
を
つ
な
ぐ
境
界
と
し
て
の
言
葉
は
、
う

ま
く
使
い
こ
な
せ
ば
、
こ
の
上
な
く
便
利
な
道
具
と
し
て
自

分
を
守
る
武
器
と
な
り
、
反
対
に
た
や
す
く
人
を
傷
つ
け
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
言
葉
の
力
を
使
っ
て
ど
う
世
界
と
つ
な

が
る
か
、
い
か
に
伝
え
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
受
け
取
る
こ

と
に
加
え
、
発
し
て
い
く
機
会
が
増
え
た
現
代
社
会
に
お
い

て
さ
ら
に
重
要
性
を
増
す
で
し
ょ
う
。

　
あ
な
た
の
言
葉
は
、
誰
か
に
届
く
。

　

だ
か
ら
こ
そ
国
語
を
学
び
、
受
け
取
る
力
に
増
し
て
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
の
力
を
よ
り
大
切
に
育
て
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

　

少
し
だ
け
先
に
大
人
に
な
っ
た
者
よ
り
、
未
来
の
大
人
に

な
る
中
学
生
へ
。

　

言
葉
の
力
を
味
方
に
つ
け
て
、
正
し
い
知
識
と
知
恵
を

も
っ
て
美
し
い
世
界
と
つ
な
が
り
、
一
人
一
人
が
自
分
の
物

語
を
力
強
く
羽
ば
た
け
ま
す
よ
う
に
。
そ
ん
な
エ
ー
ル
を
贈

る
気
持
ち
で
描
き
ま
し
た
。

1年2年3年

2年P59「単語をどう分ける？」 3年P117「慣用句・ことわざ・故事成語」 

1年P80「言葉を集めよう」

1年P300 語彙表「語彙を豊かに」

一
年
Ｐ
79「
指
示
す
る
語
句
と
接
続
す
る
語
句
」

［練習］小学校六年生で学習した漢字
（1・2年本編末）

漢字に親しもう
（各学年に6か所）

文
法・言
葉・

漢
字

59 文法への扉 1 ● 単語をどう分ける？

5

単
語
を
ど
う
分
け
る
？

文法への扉

1
　単
語
の
分
類
を
、
パ
ン
の
製
造
過
程
に
た
と
え
て
考
え
て
み
よ

う
。
上
の
五
つ
の
単
語
は
、
①
〜
③
の
ど
の
箱
に
入
る
だ
ろ
う
。

　単
語
は
、
次
の
観
点
に
よ
っ
て
、
自
立
語
と
付
属
語
に
分
け
ら
れ
る
。

　⃝
単
独
で
文
節
を
作
れ
る
か
ど
う
か

　上
の
絵
の
中
に
出
て
く
る
単
語
は
、
全
て
自
立
語
で
あ
る
。

　さ
ら
に
、
自
立
語
は
、
次
の
観
点
に
よ
っ
て
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　こ
の
よ
う
に
、
幾
つ
か
の
観
点
で
分
類
す
る
と
、
自
立
語
は
、
動
詞
・
形
容

詞
・
形
容
動
詞
・
名
詞
・
副
詞
・
連
体
詞
・
接
続
詞
・
感
動
詞
の
八
種
類
に
な
る
。

　「文
法
１ 
自
立
語
」
を
読
ん
で
、
各
品
詞
の
性
質
を
見
て
い
こ
う
。

　⃝
後
ろ
に
付
く
語
に
よ
っ
て
、
形
が
変
わ
る
（
活
用
す
る
）
か
ど
う
か

　⃝
主
語
・
述
語
・
修
飾
語
な
ど
、
ど
ん
な
文
の
成
分
に
な
る
か

234
ページ

文
法
1

① 

活
用
す
る
自
立
語 
１
動
詞

　２
形
容
詞

　３
形
容
動
詞

② 

活
用
し
な
い
自
立
語 
１
名
詞

　２
副
詞

　３
連
体
詞

 

４
接
続
詞

　５
感
動
詞

あ
ら

ゆ
る

静かだ

●② 修飾語になる●③ 述語になる ●① 主語になる

きっと

話す

多い

少し

この
空気

家

山

形が変わる？
いいえはい

き
ら

き
ら

速
い

走
る

車

自
立
語
（
234
〜
237
ペ
ー
ジ
）

117 言葉 2 ● 慣用句・ことわざ・故事成語

51015

慣
用
句
・
こ
と
わ
ざ
・
故
事
成
語

2

言
葉

　「腕
を
磨
く
」「
腕
を
上
げ
る
」「
腕
が
鳴
る
」
と
い
っ
た
表
現
は
、

言
葉
ど
お
り
の
意
味
か
ら
離
れ
て
、
別
の
意
味
を
表
し
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
が
日
頃
使
う
言
葉
の
中
に
は
、
古
く
か
ら

一
ま
と
ま
り
で
決
ま
っ
た
意
味
を
表
す
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

腕
が
鳴
る

腕
を
磨
く

腕
を

上
げ
る

　二
つ
以
上
の
言
葉
が
結
び
付
い
て
、
も
と
も
と
の
言
葉
の
意
味
と
は
別

の
意
味
を
表
す
も
の
を
、
慣
用
句
と
い
う
。
慣
用
句
に
は
、
次
の
よ
う
に

身
近
な
物
事
に
関
係
の
あ
る
言
葉
を
使
っ
た
も
の
が
多
い
。

体
や
心
に
関
係
の
あ
る
言
葉
を
使
っ
た
慣
用
句

⃝

頭
が
下
が
る
…
…
人
の
行
い
な
ど
に
敬
服
す
る
。

⃝

胸
を
張
る
…
…
…
自
信
に
満
ち
た
態
度
を
取
る
。

⃝

心
に
刻
む
…
…
…
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
と
覚
え
て
お
く
。

衣
食
住
に
関
係
の
あ
る
言
葉
を
使
っ
た
慣
用
句

⃝

棚
に
上
げ
る
…
…
わ
ざ
と
知
ら
な
い
ふ
り
を
し
て
問
題
に
し
な
い
。

⃝

襟
を
正
す
…
…
…
気
持
ち
を
引
き
締
め
て
真
面
目
な
態
度
に
な
る
。

動
植
物
に
関
係
の
あ
る
言
葉
を
使
っ
た
慣
用
句

⃝

す
ず
め
の
涙
…
…
と
て
も
少
な
い
量
の
た
と
え
。

⃝

花
を
持
た
せ
る
…
相
手
を
立
て
て
手
柄
を
譲
る
。

　ま
た
、「
ピ
リ
オ
ド
を
打
つ
」（
物
事
を
終
わ
り
に
す
る
。）
な
ど
、
外

来
語
を
使
っ
た
慣
用
句
も
あ
る
。

▼  

次
の
慣
用
句
を
使
っ
て
短
文
を
作
ろ
う
。 

 

•

肩
の
荷
が
下
り
る

　

•

気
が
気
で
な
い

　

•

息
を
の
む

慣
用
句

284
ページ

語
彙
を
豊
か
に

80

　伝
え
た
い
と
い
う
思
い
は
あ
る
の
に
、
う
ま
く
言
葉
が
出
て
こ
な

い
と
感
じ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
豊
か
に
表
現
す
る
た
め
に
は
、

普
段
か
ら
言
葉
を
蓄
え
、
必
要
に
応
じ
て
使
え
る
よ
う
に
し
て
お
く

こ
と
が
大
切
だ
。
言
葉
を
集
め
、
そ
の
中
か
ら
気
持
ち
や
状じ
ょ
う

況き
ょ
う

に

ぴ
っ
た
り
の
表
現
を
探
す
練
習
を
し
よ
う
。

も
っ
と「
伝
わ
る
」表
現
を
目
ざ
し
て

言
葉
を
集
め
よ
う

食感

香り 見た目

甘い

四角

透明

ほのかな甘み

甘ずっぱい
上品な甘み

さっぱり

なめらか
柔らかい

ふんわり

ひんやり

みずみずしい

すがすがしい

ふわふわ
つるん

爽
さわ

やか

爽
そう

快
かい

清涼

冷たい

とろり

涼しげ

短
たん

冊
ざく

形

真四角

小
あずき

豆色

目にも涼しい

透き通った

味

　僕
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
作
っ
た
水
よ
う
か
ん

は
、
す
ご
く
お
い
し
い
ん
だ
よ
。

　「す
ご
く
お
い
し
い
」
だ
け
で
は
、
そ

の
お
い
し
さ
が
伝
わ
っ
て
こ
な
い
な
。

①	

友
達
に
紹
介
し
た
い
も
の
を
決
め
よ
う

　・
食
べ
物

　〈例
〉
祖
母
が
作
っ
た
水
よ
う
か
ん
の
お
い
し
さ

　・
映
画

　
　〈例
〉
映
画
「
◯
◯
」
の
お
も
し
ろ
さ

　・
音
楽

　
　〈例
〉「
△
△
」
と
い
う
曲
の
よ
さ

　
　
　な
ど

　

255 漢字 ● ［練習］小学校六年生で学習した漢字

［
練
習
］
小
学
校
六
年
生
で
学
習
し
た
漢
字

1

　258
・
259
ペ
ー
ジ
の
一
覧
表
も
活
用
し
な
が
ら
、小
学
校
六
年
生
で
学
習
し
た
漢
字
を

正
確
に
書
け
る
よ
う
に
し
よ
う
。

❶	

い
ず
み

の
水
で
手
を

あ
ら

う
。

❷	

つ
く
え

の
す
ん

法
を
測
る
。

❸	

キ
ャ
ベ
ツ
を

き
ざ

ん
で
皿
に

も

る
。

❹	

喜
び
の
あ
ま
り

わ
れ

を
わ
す

れ
る
。

❺	

お
さ
な

い
子
を

せ

負
う
。

❻	

た
ま
ご

と
牛

に
ゅ
う

を
か
き
混
ぜ
る
。

❼	

事
件
を
さ
ま
ざ
ま
な

し

点
か
ら

す
い

理
す
る
。

❽	

せ
ん

門
家
の
意
見
を

そ
ん

重
す
る
。

❾	

フ
ラ
ン
ス
の

け
ん

法
を
日
本
語
に

や
く

す
。

❿	

寒
い
の
で
、
部
屋
の

ま
ど

を
し

め
る
。

⓫	

江え

戸ど

ば
く

府
の

し
ょ
う

軍
に
つ
い
て
調
べ
る
。

⓬	

画
家
が
円

じ
ゅ
く

の
境
地
に

い
た

る
。

⓭	

日
本
文
学
を
代
表
す
る
名

ち
ょ

を
ろ
う

読
す
る
。

⓮	

世
界
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

し
ゅ
う

教
が

そ
ん

在
す
る
。

⓯	

う
ら

山
の
切
り

か
ぶ

に
こ
し
を
か
け
る
。

⓰	

引
き
取
り
手
の
な
い

い

失
物
を

し
ょ

分
す
る
。

⓱	

利
こ

的
な
行
動
を
見
て

は
ら

を
立
て
る
。

⓲	

五
万
人
の
観

し
ゅ
う

を
し
ゅ
う

容
で
き
る
競
技
場
。

⓳	

あ
な

の
中
は
暗
く
て

き

険
だ
。

⓴	

理
科
の
授
業
で

の
う

の
も

型
を
見
る
。

㉑	

山
の

ち
ょ
う

上
で
新し

ん

鮮せ
ん

な
空
気
を

す

う
。

㉒	

県
の

ち
ょ
う

舎
ま
で
の
バ
ス
の
運

ち
ん

を
調
べ
る
。

㉓	

せ
ん

湯
で
ロ
ッ
カ
ー
に
貴
重
品
を

あ
ず

け
る
。

次
の

に
入
る
適
切
な
漢
字
を
書
こ
う
。

144漢字に親しもう 3

漢
字
に
親
し
も
う 

3

小
学
校
で
習
っ
た
漢
字

258
ページ

中
学
校
で
習
う
漢
字

302
ページ

	

次
の

の
中
の
言
葉
を
使
っ
て
、
文
章
を
作
ろ
う
。

	

【
漢
字
の
書
き
】

①

●	

は
中
学
校
で
学
習
す
る
音
訓

317
ページ

温
暖
化

生
態
系

樹
木

資
源

	

次
の

線
部
の
言
葉
を
読
も
う
。	

【
漢
字
の
読
み
（
自
然
）】

①
度4
重
な
る
台
風
で
苗
の
出
荷4
が
遅
れ
る
。�［

］

②
境
内
4

4

に
樹
齢
千
年
の
杉
が
あ
る
。�

［

］

③
入
り
江
近
く
の
店
で
海
の
幸4
を
食
べ
る
。�［

］

④
細
菌
に
つ
い
て
研
究
す
る
。�

［

］

⑤
空
に
美
し
い
虹
が
架
か
る
。�

［

］

⑥
納4
豆
は
大
豆
を
発
酵
さ
せ
て
作
る
。�

［

］

②

	

次
の

に
合
う
漢
字
を
〈

　〉
か
ら
選
ぼ
う
。

	

【
同
じ
音
読
み
の
漢
字
】

③

①�

ヒ
〈
披
・
彼
〉�

ア�

□
露
　
イ�

□
岸

②�

マ
〈
摩
・
磨
〉�

ア�

研

□
　
イ�

□
擦

③�

カ
ン
〈
環
・
還
〉�

ア�

□
境
　
イ�

□
元

④�

コ
ウ
〈
肯
・
黄4
〉�

ア�

□
砂
　
イ�

□
定

⑤�

ソ
ウ
〈
挿
・
掃
〉�

ア�

□
入
　
イ�

清

□

⑥�

バ
イ
〈
陪
・
媒
〉�

ア�

□
審
　
イ�

□
体

⑦�

チ
ュ
ウ
〈
駐
・
仲4
〉�

ア�

□
介
　
イ�

□
車

新
出
漢
字

144

苗
（
ビ
ョ
ウ
）

な
え

な
わ

144

齢
レ
イ

144

江
コ
ウ

え

144

菌
キ
ン

144

虹
に
じ

144

酵
コ
ウ

144

披
ヒ

144

摩
マ

144

還
カ
ン

144

肯
コ
ウ

144

挿
ソ
ウ

さ
す

144

陪
バ
イ

144

媒
バ
イ

144

駐
チ
ュ
ウ

生
駒
さ
ち
こ
（
い
こ
ま
さ
ち
こ
）

神
戸
市
出
身
。
会
社
員
を
経
て
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
に
な
る
。
セ
ツ
・
モ
ー
ド
セ
ミ
ナ
ー
卒
。
二
〇
〇
六
年
よ
り

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
。
挿
画
、
広
告
、
テ
キ
ス
タ
イ
ル
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
動
中
。
水
彩
に
よ
る
一
枚
絵
、
空

気
感
の
あ
る
絵
を
得
意
と
す
る
。
鉛
筆
、
三
色
カ
ラ
ー
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
に
よ
る
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
に
も
力
を
入

れ
る
。
二
〇
〇
九
年
よ
り
関
西
出
身
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
「
な
り
ゆ
き
サ
ー
カ
ス
」
に
参
加
。

https://coconatz.com
/

界つ な が る 世

光
村
の
国
語 

完
全
活
用
ガ
イ
ド

学
び
を
支
え
る 

語
彙
力

詳しくは

300思考力・判断力・表現力
知識・技能

□
言
う

　伝
え
た
い
こ
と
を
話
し
た
り
、
文
章
を
書
い
た
り
す
る
と
き
、
ぴ
っ
た
り
の

言
葉
や
表
現
を
考
え
る
参
考
に
し
よ
う
。

・
発
言

・
述
べ
る

・
口
が
滑す
べ

る

・
す
ら
す
ら
・
は
き
は
き

・
軽か
る

口く
ち

を
た
た
く

・
口く

ち

火び

を
切
る

・
ぺ
ら
ぺ
ら
・
ひ
そ
ひ
そ

・
さ
さ
や
く

・
発
表

別
の
言
葉
に
す
る

慣
用
表
現
に
す
る

擬ぎ

態た
い

語
な
ど
で
修し
ゅ
う

飾し
ょ
く

す
る

愉ゆ

快か
い

・
歓か
ん

喜き

・
有う

頂ち
ょ
う

天て
ん

・
声
を
弾は
ず

ま
せ
る
・
う
き
う
き

□
う
れ
し
い
喜
ぶ
・
喜
ば
し
い
・

■ 

心
情

■ 

人
の
性
質
・
性
格

■ 

様
子
・
性
質

悲
痛
・
悲ひ

壮そ
う

・
胸
が
つ
か
え
る
・

胸
が
ふ
さ
が
る
・
し
ん
み
り

□
悲
し
い

悲
し
む
・
も
の
悲
し
い
・

怖ふ

・
畏い

怖ふ

・
戦
々
恐
々
・
身
の
毛

も
よ
だ
つ
・
び
く
び
く

□
恐お
そ

ろ
し
い
恐
れ
る
・
怖こ
わ

い
・
恐き
ょ
う

怒ど

・
憤ふ
ん

怒ぬ

・
頭
に
く
る
・
腹
を
立

て
る
・
ぷ
ん
ぷ
ん

□
怒お

こ

る

怒い
か

る
・
い
き
ど
お
る
・
激げ
き

確
信
・
思
い
込こ

む
・
頼た
よ

り
に
す
る
・

真ま

に
受
け
る

□
信
じ
る

信
用
・
信し
ん

頼ら
い

・
信し
ん

仰こ
う

・

頑が
ん

固こ

・
屈く
っ

強き
ょ
う

・
ね
ば
り
強
い
・
我が

が
強
い
・
頑
固
一い
っ

徹て
つ

□
強
い

た
く
ま
し
い
・
手
ご
わ
い
・

快
活
・
前
向
き
・
天
真
爛ら
ん

漫ま
ん

・
か

ら
っ
と

□
明
る
い

陽
気
・
朗ほ
が

ら
か
・
明
朗
・

か
・
温
和
・
柔に

ゅ
う

和わ

・
慈じ

悲ひ

深
い
・

温お
ん

厚こ
う

篤と
く

実じ
つ

・
虫
も
殺
さ
な
い

□
や
さ
し
い
お
だ
や
か
・
し
と
や

聡そ
う

明め
い

・
利
発
・
英
知
・
理
知
的
・

頭
脳
明め
い

晰せ
き

・
才さ
い

走ば
し

る

□
賢か
し
こ

い

利
口
・
さ
と
い
・
賢け
ん

明め
い

・

懸け
ん

命め
い

・
夢
中
・
情
熱
的
・
一
心
不

乱
・
骨ほ
ね

身み

を
惜お

し
ま
な
い

□
熱
心

本
気
・
真し
ん

剣け
ん

・
ひ
た
む
き
・

お
び
た
だ
し
い
・
潤じ
ゅ
ん

沢た
く

・
数
知
れ

な
い
・
無む

尽じ
ん

蔵ぞ
う

・
た
っ
ぷ
り

□
多
い

た
く
さ
ん
・
ふ
ん
だ
ん
・

ま
ば
ら
・
少
々
・
数
え
る
ほ
ど
・

有
る
か
無
き
か
・
ほ
ん
の

□
少
な
い

と
ぼ
し
い
・
わ
ず
か
・

手
・
新し
ん

鮮せ
ん

・
斬ざ
ん

新し
ん

・
目
新
し
い
・

今こ
ん

日に
ち

的
・
ほ
や
ほ
や

□
新
し
い

新
た
・
ま
っ
さ
ら
・
新

り
き
た
り
・
陳ち
ん

腐ぷ

・
原
始
的
・
古

色
蒼そ
う

然ぜ
ん

・
旧
態
依い

然ぜ
ん

□
古
い

古
め
か
し
い
・
古
風
・
あ

立
派
・
絶
好
・
め
ざ
ま
し
い
・
え

も
い
わ
れ
ぬ
・
天
下
一
品

□
す
ば
ら
し
い
見
事
・
す
て
き
・

語ご

彙い

を
豊
か
に

―
―
心
情
、
様
子
、
行こ

う

為い

を
表
す
言
葉

言
語
生
活
を
豊
か
に
す
る
言
葉
の
学
び

生
き
て
働
く
力
に
な
る
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